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４．宮城県栗原市・宮崎県小林市シンポジウム関連資料  
（１）宮城県栗原市 

 
１．栗原市シンポジウム議事録  

 

第１部：基調講演 

早稲田大学教育・総合科学学術院 宮口侗廸教授 

 
(司会) 
本日はお忙しいところ、栗原市観光産業作りシンポジウムにご参加いただきありがとう

ございます。私は本日の司会を務めます栗原市産業経済部田園観光課の浅沼と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 
本日のシンポジウムは、国土交通省主催事業地域活性化への理解醸成をテーマに基調講

演は、ワークショップを通じて栗原市ならではの付加価値を創造し、地域住民の交流促進

と地域づくりで地域を活性化していく方法や仕組み作りを考えることを目的として開催す

るものです。 
それでは開会にあたりまして、主催である国土交通省国土政策局地方振興課、上森 康

幹企画専門官に挨拶をお願いいたします。 
 
（国土交通省 上森企画専門官） 
みなさんこんにちは。ただいま紹介いただきました国土交

通省地方振興課の上森と申します。よろしくお願いいたしま

す。本日は当シンポジウムに足をお運びいただきありがとう

ございます。国土交通省は、道路、河川、公園、ダムといっ

た社会資本の整備を行っておりますが、それに加え、地域間

の交流・連携、地域資源の発掘など、いわゆる地域づくり活

動に対しても支援を行っているところです。地域づくりの活

動を行っている団体も多くございますが、地域づくり活動を

行っている団体はかなり盛り上がっているものの、必ずしも

周りに広がらないという課題等があるとの指摘もございま

す。このような指摘を踏まえ、今年度から「地域活性化への理解醸成」という地域づくり

の盛り上がりの裾野を広げるための支援を始めました。栗原市においては、くりはら研究

所、くりはらツーリズムネットワークさんなどが一生懸命活動をされているという話を聞
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いております。 
今日はこの後の宮口先生のご講演に始まりまして、事例発表、ワークショップなど、盛

りだくさんのメニューがございますが、シンポジウムが終わるときには、私も含めて参加

者皆さんの地域活性化に対する理解が少しでも深まればと思っております。 
以上簡単ですが、挨拶とさせて頂きます。 

 
(司会) 
続きまして、佐藤勇栗原市長が挨拶を申しあげます。 
 
（佐藤勇 栗原市長） 
皆さん、ご苦労様です。お寒い中お越しいただき

感謝申し上げます。ここに国土交通省様のご配慮に

よって、観光産業作りシンポジウムを開催できるこ

とは大変喜ばしいことです。実は昨日、冷沢橋の落

成の渡り初めがありました。雪の降る寒い中、神技

が執り行われまして、皆さんで歩きました。渡り初

めをやりました。それは耕英地区の方々にとりまし

ては大変生活に必要な道ができたんだなと、あのふ

っとんだ 3003 キロが、今度は山沿いに間違いのな

い道路ができたと、そういう思いの中で、耕英地区

の喜び、また栗原市にとっても観光の新たなスター

トだなと、それと同時に 3 年 6 か月前の市の大きな

事業がこれで完結したんだなと。みなさん、よく見

ていてください、栗駒山は道と緑と山の再生にむけて大変な努力を国・県がやっていただ

いています。 
また、東日本大震災という大変な地震がありました。しかし栗原市は幸いにも、人の命

は亡くならなかった。地域の防災意識の高まりがこれからも皆さん方の団結できっとなし

えることと思います。 
大変な年でしたが、いろんな形で被害に遭われた方々に改めてお見舞いを申し上げなが

ら、さらにこれから頑張っていかねばならないという思いであります。その中で、我々は、

麦屋弥生さんにお願いをして、なくなられる直前まで栗原のことを思って頂いて、まさに

栗原刷新に尽力していただきました。みなさんご存じだと思います。師と仰ぐ宮口先生に

来て頂いてお話を聞くこともまた大切なことだと思いますが、地道な努力をされた地域の

皆さん、刷新団体またＮＰＯの皆さん方に改めて感謝を申し上げながら、着実に一歩ずつ

歩んでいくことを願ってやみません。特に今年はネットワークにらいんができました。あ

のらいん作りで苦労されたと思うのですが、うまく行ったのもうまくいかなかったものも
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あり、私は第一歩だと思います。来年も再来年も、栗原市は栗原にしかないものをここで

磨き、開発に努めていくという基本的な姿勢のもとに、頑張っていかなければならないと

改めて感じています。 
昨日、栗原市の職員、若手のみなさんに市長室に来て言いたいことを言いなさいという

ことで、観光をテーマにして 90 分話しあいました。いろんないいアイディアが出ました。

その中で、はっと思った、ある人から言われたことが、市長、築館にいい場所がある、と。

どんな場所だと聞くと、その下に新幹線が通っている。そこは昔は公園でした。そこから

新幹線が真下に見えるのですが、その場所もひょっとすると素晴らしいところになるので

はないかと、そういうものも一つも観光ポイントに考えてみるとどうでしょうかという提

案がありました。いい提案がたくさんあり、その中で意見交換できる場、すなわち今日の

場がまた大きな別の盛り上がり方になってくるのではないかと期待しているところです。 
今年一年、いよいよ納めの時が来ました。いろんなものを振り返りながら、前に向けて

みんなで明日へ向かって「明日へ」という大きなテーマを持って歩んでいきたいと考えま

す。今日は寒い中、有意義な一日になることを祈念しまして、開会の挨拶に代えます。 
よろしくお願いいたします。 

 
 
（司会） 
それでは第一部基調講演を始めます。「地域の価値の再認識（学び）と人材の育成」と題

しまして、早稲田大学総合教育学科学術院教授、文学博士の宮口先生にご講演を頂きます。 
初めに宮口先生のプロフィールをご紹介いたします。東京大学理学部地理学科、同大学

院博士課程において、社会地理学を専攻、1975 年から早稲田大学教育学部に勤務され、1985
年に教授になられ、現在に至ります。ご専門は社会地理学、地域論です。富山県富山市に

お住まいで、地方と東京を見つめる生活を 20 年以上続けていらっしゃいます。総務省過疎

問題懇談会座長や、富山県景観審議会会長、全国町村会道州制と町村に関する研究会委員

など、国や自治体の各種委員を務めていらっしゃいます。先生にはたびたび栗原においで

いただいて、ご指導いただいているところでございます。それではご講演を頂きます。 
宮口先生よろしくお願いいたします。 

 
(宮口) 
皆さんこんにちは。早稲田大学の宮口です。栗原には 4 年前くらいからたびたびお邪魔

させていただいております。私が栗原に来るようになったのは、地震で亡くなった麦屋さ

んが毎月栗原の指導に通っておられて、一緒に勉強会のようなことをやっていただいてお

りました。私が心の底から敬意を払っていた麦屋弥生さんと歩いた町ということで、一番

日本の中で思い入れのある町のひとつです。今日はこういう会を企画し声をかけて頂いて

喜んで参りました。栗原では市長も言われましたように例年、観光、グリーンツーリズム
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というものを進めておられます。

これは本当に地道な積み上げと言

いますか、急に人がわっと来てお

金を使うというような観光づくり

ではない、ということで、みなさ

んの参加、そして次世代の参加が

必要です。今日名簿を見たら高校

生の方が載っていたのですが、来

てらっしゃいますか。私としては

これを見て非常にうれしかったの

です。今日たまたま最後に地元に

ある高校の話をする予定でおりま

したので、ぜひまたいろいろお考えいただきたいと思います。 
それから今、“らいん”というお話も出ましたけれども、今回 2 年ぶりに来たわけですけ

れども、その間に着実に何かが生まれている、これが実は地域の活性化と言うことであり

ます。ぜひ自信を持って着実に進んで頂きたいと思います。 
以上前置きで、レジュメに沿ってお話させていただきたいと思います。 
こうして座ってテーブルを用意していただいているのは、通り一遍の講演会ではなくて、

勉強会の雰囲気により近づけたいという意味であると思っていただきたいと思います。今

日はいくつか配布資料をつけました。まず「都市と過疎地域」という文章があります。こ

れは後で言及しますが、世の中には都市と人口減少に悩む過疎地域と言うものがあります。

しかしそれぞれに価値がある。私がずっとやっている地理学とは何かといいますと、世の

中何でいろいろ違っているのだろう、と、大都市になるようなところもあれば、山の中の

村もあります。そのような様々な違いが世の中にあるのだけれども、それぞれにそれぞれ

の存在価値がある、山の中は山の中にあるから価値がある。それを活かすことができれば

いいわけです。ところが都市がどんどん成長する高度成長の時代に、家がどんどん建つ都

市ばかりがいいところだと思われる、人が減るところでは、そこに合う工夫と言うものが

なかなかうまれなかったということであります。と言うわけでそれぞれに価値があるのだ

よと。都市といっても、また後ほど詳しくお話しますが、この栗原は大きい都市ではあり

ません。ただ、それぞれの旧町村に小さな市街地がある。そこにはお店があり、人と人の

語らいがある。たとえば靴屋さんがあってお客さんが「もっとこういう靴はないの？」と、

そうすると靴屋さんが色々考えてくれるとか、そういうお客さんとお店のやりとりがにぎ

わいと言うものの本質であります。ですから小さくても人が接触する場がちゃんとあると

いうことが大切なのです。都市というのも、都市の価値は大きさではないのです。ですか

ら当然お店も減ります。その中で、どういう価値を創りなおしていかなければということ

がこの栗原の課題です。周りが田んぼでちょっと後ろには山がある。そういうところの課
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題だということで思っておいてください。 
次に、「交流とＩターン」という文書の最初のところだけ見ておいてください。「滞在型

交流そして、Ｉターンと地域の活性化」という文章です。地域の活性化とはどういうこと

を言うか、これは私の年来の持論です。高校生の人もいらっしゃいますが、活性度が高い

とは化学反応しやすい状態だと言うことです。活性酸素とは体の中に入って困った物質を

つくる、活性酸素と呼ばれるのです。 
町の活性化というのは、人と人の間に新しい反応が起きる、新しい付き合いが生まれる、

また人とモノの間に新しい付き合いが生まれる。たとえば千葉恵子さんの長屋門カフェに

ついても、長屋門と言うものは昔からあります。しかし、ある人がそれをどう使おうかと

いうことで、そこにひとつの化学反応が起きるそうやって新しいものが生まれる、そうな

りやすい状態を活性化しているというのだという風に考えています。活性化、活性化と漠

然と使われている中で、人口が増えないと活性化じゃないと思っている人も世の中にはい

るようですが、そもそも今の日本では人口が増えるところは、特別の条件のところです。

減ったからと言って嘆くことはありません。それは普通のことなのです。その中でどうい

う新しい付き合いがうまれるかということが大事です。 
というわけで、私はこの“らいん”というものが生まれているということに関して大変

敬意を表したいと思います。 
前置きはそのくらいにして、考えてきたレジメに沿って話を進めていきたいと思います。 
まず 1 番、「自らの地域を語れるようになろう」。これは、くりはらツーリズムネットワ

ーク、あるいは“らいん”等々のいろいろな活動で、地域にこんなものがある、これはど

んな意味があるのだろうね、というある意味で学びの会です。学ぶと人間は豊かになるの

です。なんでみんな本を読んでいるか、教養をつけようとするか、それは豊かになるため

です。そして世界に通用するような教養というものがある。しかし、この地域にどんなも

のがあって、それにどんな意味があるのだろう、というようなことは、東京で売っている

ような本には書いていない、ということです。最近は世の中そういうことが重視される時

代になってきましたので、テレビの番組でもローカル線でのんびり行くと良いことがある

というような番組が増えてきたりしていますが、地域の価値を語る、地域のことを語れる

ということは、そこにこんな松の木がありますよ、というだけではだめなのです。その松

がどんな松で、どこまでその松があるのか、どこまで行くとなくなるのか。こないだ震災

で一本だけ残った松というものがありましたけれども、そのように他と比べて語れるよう

になるということがほんとに語れるということなのです。長屋門がさきほど 540 あるとい

うことでしたが、10 年 20 年前には、長屋門はあって当たり前と思われていたでしょう。し

かし、ちょっと行くとなくなるわけです。これはここにしかないのだ、誰がいつごろ作っ

てどんなふうに使ってきんだろう、今これを活かすとしたらどんな使い方があるのだろう、

という風に頭が働いていく。これが、自らの地域を語れるということです。世界はきりが

ないわけですが、日本なら日本というまとまりがつく、それぞれの地域と、そこに全体と
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個体とありますが、日本という大きな枠の中にありながらも、すごく違うところもあれば、

よく似たところもある。東北は全体として、比較的よく似ております。まさに、山があっ

て田んぼがある穏やかな風景が、日本の中で一番残っています。もちろんそれは、単純な

都市化ができなかった地域が多いということですが、都市の真ん中に住んでいる人から見

ると、この栗原というところに来ると落ち着きますね、人が穏やかに暮らしていることが

伝わってきますね、ということになります。一昔前は、あなたは東京で日ごろは華やかな

暮らししていてたまにしかこういうところに来ないからそういうけれども、ここはたいへ

んなところなのだよ、とか、雪も降るのだよ、とか、マイナス思考で応対をしていたので

すけれども、そうだよ、ここはいいところなのだよ、ちょっと一週間くらい居て見なさい

とか、場合によっては家に預かっていいよとか、そういうような返事が今日本で結構聞か

れるようになりました。これは田舎の人がそれだけ学んだということなのですね。 
今年大変な震災があり、かつては内陸地震で大変な被害を受けられました。そういうこ

とはありましたが、しかし、全体としての基盤はしっかり残っている、それをどう守って

いくかは地域の人の力だということです。そういう地域の持つ価値をちゃんと育てる、こ

こにはこれがいいのだという風に育てていくには、人は勉強して力をつけないとできない。

そういうことの指導に、麦屋さんは通っておられた。地域の人と一緒に歩いて、「ここ素敵

じゃない」、「あなた達分かってないでしょ」、と、そういう会話をかなりされたのではない

かと思います。 
人材を育てるという言葉があるのですが、それは若い者を育てるではないのです、自分

がまず育つということが大事なのです。それなりに有力者の方も今日はいらっしゃると思

いますが、成長ということはきりがないのですね。新しい学びというのは自分に刺激を与

え、老化を防いでもくれる。というわけで、そこに人材として自ら育つべしとありますが、

若い人もそうあってほしいと思います。 
また、行政が金をかけて、何かを育てる、人材を育成する。しかし下手な育成をすれば

都会へ行って活躍してしまうだけと言うことになってしまうだけということを、今まで過

去に行ってきたわけです。 
では、日本とはどういうところなのか。今日は私の話を聞かれたことのない方もいらっ

しゃると思います。あるいは何回か聞かれた方はなんかこの写真は見たことがあるなと思

われるかもしれません。 
この日本というところは、山々が樹木におおわれている。川には清らかな水が流れてい

る。実は、どこへ行っても世の中そうではないのです。山に木が生えていると言うのは、

東南アジアに行っても同じと思われるかもしれませんが、実は相当今山は荒れています。

それは日本が木材を輸入したせいでもあるのですね。山の木をどんどん切って、もともと

勝手に生えていた木なので金がかかっていない、日本の杉は手間暇かけて育っているので

今の材木の値段で売るといくらにもならないから山主は売らない。無駄になっていく。 
日本は 7 割が森林の森林大国ですが、それがちゃんと残っている国というのはそうない



 56 

のです。人工林の面積だけで１千万ヘクタールを超えている国は世界に例がない。みなさ

ん、日本が小さな島国でたいしたことがないと言うのは間違いです。世界一の森林大国な

のです。もちろん、シベリアに行けば誰が植えたわけでもない木が勝手に生えています。

それをどんどん切り出して売っているわけですけれども、手間暇かけて植えて育てて来た

のは日本だけです。それがすごい面積になっている。ただ、それが売れないものだから、

半端な状態で今あると言うことなのです。 
ともかく、後ろに山がある、これは富山県の砺波平野というところの山麓なのですが、

手前の山が裏山ですね。裏山というのは東北でもそうですが、村落の共有林として皆で守

ってきているわけです。ここには杉が植わっていますが、山の下に田んぼがある。これが

日本中にある風景です。これは富山県東部で、後ろに 3,000m の山まである。みずみずしい

です。こういう風に、山は山として残しながら、田んぼを作ってきた国なのです。 
東南アジアに行くと、山には山の民族が住んでいるのです。そして焼畑したりして結構

山が荒れているのです。ところが日本はひたすら田んぼで頑張ってきましたから、だから

山は山として美しい。今日は栗駒山の写真はありませんが、いつか私も一度紅葉の時期に

山を案内してもらいたいと思っています。みずみずしいです。 
実は、暑い夏に水があるということが日本のすべてなのです。東北もそうです。梅雨の

雨は少ないですけど山に雪がある。ここも富山ですから雪国です。川の水は尽きることな

い。こういう風に家が散らばっている。栗原にも似たようなところがありますけれども、

こういう風に立派な屋敷林がある。これは一軒の農家ですけれども。何で屋敷林があるか

というと、風が強いからというだけではありません。屋敷林を作ることによって少しでも

落ち葉と枝、要するに薪と肥料のための落ち葉を少しでも用意するためです。東京の江戸

時代の武蔵野の開拓地にはやはり平地林と言って林が残されていました。だから山という

のは農業に不可欠なものだったのです。だから、裏山を持っていれば安心して田んぼを作

ってこられた。 
夏に雨が降り水がたまる。これはほんとに多様な命が育つことです。山にはいろんな木

が生えている、まわりにいろんな動物がいます。命が育つのが日本という国なのです。そ

れを人間の生業にするのが農業です。地球上のもっとも優良な農地です。これは昔の講演

でも何度も言いましたが、日本の田んぼはヨーロッパの小麦畑の 8 倍の価値がある。日本

で 10町歩の水田を持っていればヨーロッパで 80町歩の畑を持っているのと同じなのです。

それぐらいの価値があるのだけれども、日本全体の経済成長の中で農業の価値というもの

がどんどん低くなっていったと言うことです。 
こういう風に山の下に家が並んで、その周りに田んぼがある。山には木が生えている。

特に東北の場合は紅葉が美しい。これが日本の農村の姿です。そしてこれは人間が営々と

働き作ってきた姿です。営々と蓄積した風景です。今の時代、経済成長を通り越して、都

市の産業がどんどん栄えて、もっともっと人が入って就職があるという時代ではありませ

ん。都市で職を失った人がたくさんいます。そういう時代に、今まで持ちこたえて来たこ
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の姿、改めてその価値をみなさんは大いに主張、語るために、ちょっとした勉強をしてほ

しい、ということです。 
山に紅葉があるということは、冬があるからです。南の方に行きますと、葉っぱの落ち

ない広葉樹ばかりです。一年中緑です。私はこないだ北海道のある農村に行ってきました

ら、シンガポールの人が来て葉が全部落ちた枯れ木の山がすごく美しいと言って、感動し

て帰ったということでした。紅葉を見ればもっと感動したと思いますけれども、シンガポ

ールには緑の葉っぱしかない、飽き飽きする、ということです。いろいろなものの見方が

あるということです。ですから、寒い冬がないと紅葉はないのです。と思えば、冬は寒く

なって当たり前なんだと、寒いから嫌だなあと愚痴ばかりこぼすことはないでしょう。そ

のためには秋の栗駒山を歩いて、素晴らしい紅葉に感動すると言うことも大事かもしれま

せん。ということで、ちゃんと理屈がある。雪が降るから田んぼの水がある、寒い冬が来

るからきれいな紅葉がある、というわけです。私はこのほんにょというのが好きで、麦屋

さんもが好きだったのですね。こういうほんにょに彩られた東北の秋が、去年おととし、

またちょっと復活していると聞いていたのですが、その後どんなものでしょうか。面倒な

ことは嫌だと当然減ってきていたわけです。しかし、それはほんとに面倒なことなのか。

勤め人が時間に追われて、あわただしくやるのは大変です。都市でリタイアした 60 代の方

が運動のためにお金を使って汗を流しているわけですね。しかし、自分の土地で、自分の

ペースで、自分の意思で、人にこき使われて働かされているのではないわけですから。自

分の土地で自分の思いでやるということは面倒なことではないのではないはずだ。そうい

うことが一つの学びであり成長です。面倒な仕事をしている人はたくさんいます。難しい

ことを研究している。そういうわけで、そういうことを自ら考えて頂きたいと思います。 
くりはら研究所だよりというものがあるのですが、最新号に「くりはら観光塾 写真家

藤田洋三氏に学ぶ、資源の観方、観つけ方」に、ねじりほんにょという記事が取り上げら

れています。地元の方はご存知と思いますが、このほんにょのかけ方にもいろんな技があ

る。世の中にレストランでおいしいものを食べる、いろんな評論家がいますね。味の分か

る人です。味が分かると言うことは、成長したということです。このほんにょだって、味

がある。それがわかってそれが作れるかと。そのようなことを話題にしていただきたい。

それが取り上げられていたということは、やはりこの町の田園ツーリズムに成長があると

いうことだとおもいます。この田んぼがみんな荒れていたら、美しくないでしょう。しか

しこういう茅葺のところに田んぼがしっかりとつくられている。これは世界遺産の富山県

の合掌造りの集落です。 
それから能登半島の千枚田、ここには５株しか稲を植えられない小さな田んぼがあります。

そこまで作ったのですね。 
新潟の山古志村は、栗原よりも前に大変な地震で壊滅的な被害を受けました。ここは山

の斜面に穴を掘ると水が出てくるものですから、上の方まで棚田ができて、いつしかその

棚田で鯉を飼って、錦鯉の本場になってしまった。いま、減反して池が増えています。錦
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鯉の池です。こういうものが一杯あります。山古志村は集団で移転していました。村の団

結、絆を保っていましたので、ほとんど壊滅状態でしたが 7 割近い人が戻っています。 
伊豆半島のこの棚田は、実は全部荒れていたのです。伊豆半島の海岸というのは、昭和

40 年代 50 年代に、民宿が結構流行りました。その後みんな海外に行くようになってしまっ

たのですが、東京の人が千葉や伊豆にけっこうたくさん家族連れで来ていた時代ですね。

それが忙しいので田んぼをやめてしまったのです。しかし、この人たちが集まって、なん

とか田んぼを元に戻そうじゃないか、と、10 年ほどかけました。その間、県の農政課や大

学の学生が支援した。そういう人たちの力を借りて、手作業で頑張って復活した。 
山口県のすり鉢棚田と言われていたところ、ここも 30 年ほど荒れていたのですが、地元

の心ある人が、俺達の財産はこれだけだからということで、みんなで頑張って、今作って

います。そういうことは、学べば、面倒なことではなくなるのですね。楽しいことになる

のです。 
四国、九州に行きますと、山は急斜面になって、絶対に田んぼができないところがいっ

ぱいあるのです。みなさんが信じられないような山の中腹から上の方に集落があったりし

ます。東北は実はそういうところには住めないから住まなかったのです、冬が長い。とこ

ろが、南に行きますと、一年中畑ができる。そうすると能率の悪い山の畑でも何とか食え

たのです。だからとんでもないところまで住んでいるのです。今は大変です。東北はまだ

楽なのです。とんでもない所に住んでないですから。だいたい田んぼがある低い所にしか

住んでいません。ぜひそういうことも知っておいてください。実はこの段々畑も一時荒れ

ていたのですが、ここの出身の早稲田の女子学生が、この畑は私の誇りなのに荒れていま

す、助けてと言うようなことをインターネットで伝えたら、人が結構来て、応援するよと。

地元の人もしょうがないということでまた元に戻した。最初はしょうがないでいいのです。

でもやっているうちに元気、気合が入るようになるのです。 
ヨーロッパへ先月行って来たのですが、この橋、なんだと思いますか？これは一番上に

水が流れている。これは都市に水を送るための水道橋です。2000 年前のものです。ローマ

帝国というのは、都市をつくっては支配を広げていった。その都市は守りやすいように小

高い丘の上で水がありません。こんなものまで作る。だから都市というものを作るために

すごいことをやってきたのです。日本人は田んぼを作るためにすごいことをやってきた。

ということです。こういう水道橋がたくさんあります。そして都市にはこういう城壁があ

ります。こういう古い町がヨーロッパにはたくさん残っています。ですから、栗原の中の

町も、捨てたものじゃない。大きい必要はないのです。そこにある、だんだん減っている

けれどもお店が頑張っていていい商いをしてくれればそこに人が寄ってくる。頑張ってい

る酒屋さんとかいろいろありますよね。 
トロワの町のようにうまくいくと観光地になります。これは木造の建物がたくさん残っ

た町です。なぜ残ったかというと経済発展しなかったからです。先ほどの世界遺産の合掌

造りも、広い道路が真ん中を通っていればあんなものは残っていないわけです。細々と受
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け継いできた。でもあるとき、世界遺産となって観光地になっているわけです。こういう

町の中に人が集まって語り合っている、これが実はヨーロッパのすごいところです。です

から、町はヨーロッパに学ぶ。農村は日本が先生だ、というのが私の基本的な考え方です。 
ドイツの都市には、自動車も全部締め出して、路面電車だけというフライブルクのよう

な都市もあります。この路面電車もゆっくり走る、何も急いで走ることはありません。と

いうわけで、人と人が顔を合わせる。刺激しあう、これが都市というものの本来の姿です。

東京のような大都市になると毎日満員電車で顔を合わせてもそこには語りとか何もないで

す。たくさん人はいるけれども全部知らない人だということになります。 
日本と違う世界はこんなところがあります。ヨーロッ

パは全体が平野です。森はそんなに残っていません。ひ

たすら畑、もうひとつは牧草地。実はこの小麦畑の価値

はたいしたことがないのですね。収量が低いのです。こ

れが小麦畑です。果てしないです。ただ、荒れていませ

ん。実はヨーロッパというのは 1950 年代、今から 50
年以上前から、ちゃんとした共通農業政策というものを

行ってきました。今ヨーロッパがＥＵという仲間を作っ

たのはご存知ですね。その前の段階から、域内の農産物

は決まった価格で買い上げるという政策が 50年以上続

いている。ですから農業をやりたいと思う人が安心して

やれますから、ヨーロッパは農地が荒れていません。ＥＵ、ヨーロッパ連合の予算の 8 割

が農産物に使われた年があります。要するに農業というのは基盤を支えるものだと言うは

っきりした合意ができているから、農地が荒れていないのです。そういうことを続けてい

れば、意欲のある人が農地を買い足して、規模拡大が緩やかに進みます。そういうところ

が学ぶべきところです。 
そういうわけで、土地生産性はたいしたことがない。これはオランダというまっ平らな

国の牧草地です。牧草地は家畜を育てるためのものです。家畜は何かというと喰い物です。

日本では農耕馬でした。ですから、ヨーロッパは肉食なのです。肉をたくさん食べる。こ

れはヨーロッパが平らということで、いたるところに運河がある。船でモノを運ぶという

システムが古くからあります。これはゴッホが有名な跳ね橋という絵を描いた町です。 
スペインのとある山は、山に一本も木がない。山に木があると言うのは当たり前ではな

い。それは日本の常識です。全部牧草地にしてしまったのです。家畜を一匹でも増やした

いからです。喰い物を増やしたいからです。下は小麦畑です。そしてオリーブの木をこう

してたくさん植えたりしています。これも喰い物を作るためです。日本で山に雑木林があ

ると言うのは山で食い物を作る必要がなかったからです。田んぼで頑張れば何とかなった

わけです。そのオリーブの木の間でさえこうして羊を買って食い物を増やしてきたのがヨ

ーロッパです。 
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スイスのこの山の斜面全部牧草地です。あるいはこういう谷底、畑にもなりません。土

がないのですね。氷河で削られている。ところが、スイスの食料自給率は 6 割近いのです。

なぜか。農業は国の基盤だから限度まで農業をしてもらう、そのためには農業にはお金を

出す、ということがはっきりしているからです。 
フランスの谷底など、こういうところで家畜を飼い、チーズを作っている。ですから、

小さな山の中の村でもいいチーズを作ればちゃんとやっていけるわけです。このおじさん

は雇われチーズ職人ですけれども、威張っていますね、俺のチーズは世界一だと言う感じ

ですね。それからブドウ畑、ブドウというのはガラガラの土でろくでもないところで作る

のが実はいいのです。日本で無理してワインを作ることは、私はあんまり賛成ではないの

です。ブドウというのはもっと厳しい土地で真価を発揮する。しかもお天道様がたくさん

なければいけない。フランスのボルドーにシャトーと言ってこうして大生産者がいたりす

るのです。そういう様々な暮らし方様々な土地の使い方が世の中にはあります。そういう

ワインの畑の中の小さい町が、ヨーロッパではいま結構観光地になっています。ホテルは

並んでいますが道も狭い。 
土地生産性が高いというわけで、日本は田んぼが 1町歩なくても何とか食えたのですね。

山間部の百姓でも、もちろん貧乏はしたでしょうけれども、なんとかなった。不思議なと

ころなのです。ですから、小規模ですが集落を単位に支えあってきたわけです。小さい田

んぼでも何とか生きられて、その土地の上でいろんなことが蓄積していた。集落単位に支

えあってきたということです。そしてそういう農村の中に小さな町、小都市が点在し、そ

こでモノを売る技、あるいは職人さん。私が初めて栗原に来るときに麦屋さんが私に言っ

たのは、「先生、栗原には最中の皮を作るおじさんがいるのですよ。」と。私も見に行きま

した。そういういろんな手仕事が息づいて、町というものが成り立っていた。今意外に受

けるかもしれないものがたくさんあるはずです。そういうわけで、大事な事ですが、都市

は大きさに価値があったわけではない。人と人が集まり出会う、いろんなやり取りがある

ところに価値がある。農村の人は花嫁道具を買いに町場の家具屋さんに行って、そのおじ

さんに、じゃあこんなのがいいよとかそこで相談していたわけです。支払いは米がとれた

ときで良い、お願いします、とか、そういう様々な関係があったわけです。 
そういう風に、人と人のやり取りがあれば何かが生まれるということだと思います。 
では 3 番目、「系列化の時代にいかに生きるか」。高度成長期、都市の産業が栄えてどん

どん若い人が出ていきます。そういう時代も、もう通り過ぎました。今は都市の大きな企

業が、田舎の産業まで系列化するようになっている。栗原にはイオンがありますから、分

かりやすいと思いますが、ああいうものが全国に出てきて、非常に便利になっている。買

い物の場ができる。場合によってはお客様が集まりやすいようにとか子供の遊び場とかい

ろいろな工夫がされている。それに小さなお店もうちにどうぞということで、そういう系

列化が進んでいます。これは一般企業でもそうです。どこそこの企業がどこそこに吸収さ

れた、というような話は毎日あります。それは流通情報化が進みバーコードがあれば、全
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部本部管理でできてしまう。これがまた大変な時代を作ってきた。距離とか関係ないわけ

です。今、地方では自分達で作ったものを自分達で売ろうよ、という地域がかなりありま

す。基本にあるのは手仕事の技です。規模が小さくても、ちゃんと日本の中で評価してく

れる人がいる、あるいはたまに外国の人が買ってくれるものがある。そういうものを作れ

ば、数が少なくても自分は生きていけるというようなものが生まれるだろうと思います。

ですから、米にしたって、自分ところのコメは農薬も使いません、ちゃんと管理しておい

しいコメを作っていますと言って、逆にインターネットを利用して売っていく。というよ

うな人もいるわけですけれども、基本的にはそういうことです。地域づくりというのはそ

もそも、この地域に、今の時代にふさわしい価値というものをどうやって積み重ねていく

かという作業です。一瞬にしてできるものではありません。そういうものを育てて売りに

する。では自分達は何をやるか。栗原市はツーリズムの育成であり、“らいん”の冊子を見

ますと、かなりそういう雰囲気になっていると思います。基本は大きな都市で作れないも

のを自分達は持っているし、作ることができる、そこに尽きるわけです。次第に世間の目

もそういうことに目が向くようになってきた。そういう点で「家族に乾杯」などの番組も

増えている。大きな都市では作れない地域資源を持っているか育てるかということへのあ

らためての学び、というわけで、栗原ではみなさんがそれを非常にいい形でリードされて

いる。その後このくりはらツーリズムネットワーク、くりはら博覧会“らいん”というも

のが育っていったということが素晴らしいことだと思います。 
4 番目、「人と資源をどう育てるか」。最初に資料で少し説明をしました、活性化している

とはどういうことか、いろんな反応が起きて何かが生まれやすい状態です。あんまり古い

ままの役割分担が決まっていて、議論の余地がない、いろんなことが決まっている、とい

っていたのでは、何も新しいものは生まれません。よく言いますが、動きのない水はいつ

しか濁り腐っていきます。そういうものからはなにも生まれないわけです。ですから、誰

かが動きを作りだす。人と人が接触する、そういうきっかけを作りだすことが必要です。

もちろんそれは行政の役割でもあるわけで、それが栗原の場合は、田園観光課という課も

あり、いろいろな働き掛けがそこで行われてきたわけです。そういうことが大事なわけで

す。その中にできるだけ新しい世代も巻き込んでいって頂きたい。お年寄りが威張ってい

るだけでは若い人は入ってきません。確かに経験が浅ければ、経験の長い人には当たり前

のことも簡単にはできない。それを馬鹿にしているだけではしょうがないですね。まさに、

引き上げる、いろいろ学んできた人は次の人を引き上げる。日本語には足を引っ張ると言

う的確な言葉があります。足を引っ張ると言うのは勉強してない人でもできるのです。人

が高い所にいたら足にぶら下がればいいのですから。何も頭を働かせなくてもいいのです。

地球の重力で下へ引き下ろすことができる。しかし引き上げると言うのは簡単ではないわ

けです。引き上げるためには引き上げるだけの力を持たねばならない。力というのは腕力

だけではありません。頭の力、あるいは技の力、教えの力、引っ張る力、育てる力、いろ

いろありますが、というわけで育ちかけた人は足を引っ張られないようにしなければなら
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ない。引っ張られない一番のコツは、横にスクラムを組むことです。よく土俵から引きず

りおろすと言ういい方があります。その土俵の上で 4，5 人が肩を組んで入れば、一人の足

が引っ張られたくらいでは、どうってことはないわけです。 
ここに観光塾という言葉が出てきましたが、私は全国で地域づくりの塾というものも付

き合いがあります。そういうものを作っている市町村もありますし、全国的なリーダー養

成塾というものもあります。塾とは、要するに、学びの仲間。学びの仲間とは常にそうや

って肩を組んで、誰かが引きずりおろされないように、ということが大事です。そういう

横のやり取りとして、全国地域づくりリーダー養成塾というのがあって、全国からばらば

らに東京に集まってきて勉強会をやるのですが、やっぱり地元に帰ると冷たくされたり周

りの人が話を聞いてくれなかったりするわけです。そうすると、仲間に連絡して、場合に

よってはそこへ 2，3 人駆けつけて、地元の人と一緒になって議論をしたりする、というこ

ともやられています。ぜひそういう付き合いも大切にしてもらいたいと思います。 
人と資源の反応として、農家民宿、長屋門カフェがあります。ここで私も麦屋さんと一

緒にごちそうになったりしました。長屋門研究会も既にたちあがっているようですね。そ

こに普通にあるものというのは、何度も言いますが、地元の人は今までは感動していない

わけです。子供のころから見慣れている。世の中そういうものだろうと思っているわけで

す。そこで学び直すことによって感動できる、そのためには広い世間、世の中はこんなに

違うんだ、ここにしかないものがあるのだなということを語り合い、見せ合う、自分達が

持っているものをさらけ出していく。たとえば、ある町ではお雛様を飾る、土蔵から探し

てきてうちにこんなお雛様があったと、それをみんなで見せあう。そうやって見せ合うこ

とによって文化を高めていく、ということで力を合わせていく。内輪だけで勉強会をして

いても世間のことが分からなければしょうがない。そういう意味でも、麦屋さんは大変貴

重な人であったということです。 
そして、5 番目、「地域は単に客観的な存在ではない」。よくここは温泉もない、だからし

ょうがない、という話をする人が一昔前にはいました。実は温泉があれば栄えると言うも

のでもない、つぶれた温泉旅館というものも世の中にはいくらでもあります。ということ

は、その温泉をどのように使うかという技が問題なのであって、温泉がなければ別のもの

を使う。そういう技があればいいわけです。それを頑張ってやる。そこに蛮勇をふるう力

がなにかをつくりだす。客観的な条件よりも、山中の一軒家の宿でも工夫が行き届いてい

れば栄えると言うことです。何の変哲もないと自ら嘆く前に、他人の目で見るとそこに違

う価値が見える。ということです。栗原は頑張っておられますけれども、人が力をつける

ために背後から支える行政の仕組みというものが必要不可欠です。栗原は佐藤市長になら

れてから営々と続けておられると思います。 
地域にはいろんなタイプの人がいます。こういうことならあの人に力を発揮してもらお

う。今度こういうことをやるのに誰かいないか、こういうものは高校生に頑張ってもらえ

ばいいのではないか、そういう違う力をピックアップしてつないでいく。これも、協働と
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いうことが今はやりなのですけれども、これは本来そういう意味で使ってほしい。抽象的

な話ではありません。Ａさんはこういうことが得意だ、Ｂさんはこういうことが得意だ、

Ｃさんはお金を出してくれるかもしれない。というのをうまくつないでプロジェクトを作

っていく。人と人の問題なのです。単に住民と行政の協働なんて掛け声ばっかりではわけ

がわからないです。協働とは人と人をつなぐ組み合わせで飛躍的な力にすることなのです。

そういうことを意識していってもらいたい。そうすると、誰がどういうことができるか、

昔の日本は村の中でみんな同じようなことをやってきたので、そこに特別に力を発揮して

もらう必要はなかったのです。しかし過疎化が進み高齢化が進み、頭数だけでは物事が動

かない時代になった。じゃあこういうことにはあいつを引っ張る、そのためにはまさに人

材というものを把握しておかなければならない。誰がどういうことができるかというのは

それをやる場面が出てこないと見えてこないです。まだまだ隠れている人はたくさんいる

と思います。ぜひ、そういう場をたくさん作ると言うことも大切です。 
最後に「次の世代をどう育てるか」。これは町村週報という、全国町村会の冊子に私が時々

書いているものです。栗原は市になりましたので残念ながら入っていないと思います。島

根県の隠岐の島という大きな島の横にもうひとつ中ノ島というのがあって、ここに海士町

という町があります。栗原のような便利なところではなく離島で不便です。当然過疎化高

齢化が進んでいますが、海産物でいろいろ頑張っている。実はそこにひとつしかない高校

が、2 クラスあったのが受験生がいなくて定員に満たないと言うので 1 クラスに減らされて

いました。この海士町というところは、町のいろんなアイデアで全国から若者が結構入り

こんでいるところなのです。入り込んできた若者に島のプランを立てることを任せたり、

地域づくりという点では非常に有名な町なのですけれども、この高校を何とか存続させな

ければ高校生がいなくなる。もちろん今でも高校を出たらほとんどいなくなるわけですが。

それに 1 クラスだと先生も制限されて各教科の専門の先生がちゃんといない。ある時期は

物理の先生がいない。物理の先生がいないと国立大学に行くなんてことはまず不可能です。

というようなことで町長以下危機感を持って、東京と大阪で、この島はこんなにいいとこ

ろなのですよ、といろいろ宣伝活動をする。で、寄宿舎は全部町で持ちます。食費も補助

します。ということで、今東京や大阪からも受験生が来るようになりました。そして去年

ついに、40 人の定員を大幅に上回る受験生が集まったとそうで、来年からは 2 クラスに復

活させることに県教委も決めたということです。その高校生達に町はどうしているか。や

っぱり勉強ができて、国立大学を受験したいという子どもがいる。その子達には学習セン

ターを作って、そこには東京の一流予備校の先生に来てもらっています。そういうことに

意義を感じて、早稲田の理工学部の大学院を出た男もそこで、夕方から教えています。も

ちろん、学校の先生とタイアップして教える。それから、勉強よりもっといろんなことが

したいという高校生にはまちづくりコースというのを作って町の中、島の中のことをいろ

いろ教える、そしてこれからのまちづくりをどうすればいいかという勉強会をしてもらう

というようなことまで、今そこではやっています。私は非常にそれに感動して、その高校



 64 

だったら特別講義に年一回くらい行きますと言って、今年の秋にお話してきたのですけれ

ども。栗原の場合、大きな高校がいくつもあるようです。しかし地域における高校、そし

て高校生が何を学びそこでどうやって育っていくかということも、地域の将来にとってす

ごく大事なことです。私は富山県の山村の生まれで村の祭りへの参加は欠かしたことがな

いです。自分の村の山河で目いっぱい遊んで育ち、そこには面白いおじさん達がいました。

鮎のつかみどりの名人だとか、いろんな人がいていろんなことに感動して育ちました。今

でも村の祭りに行くと、今 80 歳くらいの人が昔遊んでくれたおじさんたちで、喜んでくれ

る。そのように次の世代とどうやっていい関係を作っていくか。ということも大きなテー

マだろうな、と思います。そういうわけで、最初にも話しましたが、今日、高校生が来て

くれているということは、本当にうれしいことです。 
ここで話を終わりにさせて頂きたいと思います。これからいろんな発表ややり取りがあ

りますので、その中で学んで頂きたいと思います。ご清聴ありがとうございました。 
 
(司会) 
宮口先生、大変貴重なお話をありがとうございました。 
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(司会) 
それではこれより、事例発表に移ります。最初の発表は、地域資源を活用した交流体験

プログラムをテーマに、くりはらツーリズムネットワーク事務局の千葉さんに発表してい

ただきます。 
 
(くりはらツーリズムネットワーク事務局 千葉) 
くりはらツーリズムネットワーク事務局スタッフ、千葉秀知です。よろしくお願いいた

します。まず簡単に、くりはらツーリズムネットワークの団体紹介をさせて頂きます。今

から 2 年前の 2009 年 12 月、第 4 回宮城グリーンツーリズムネットワーク栗原大会を、栗

原市内のグリーンツーリズムの実践者が集まり、実行委員を結成し、開催されました。そ

の大会の第 3 部、「こたつでフォーラム」で団体設立の賛同を得たことから、設立発表の会

を開催し、くりはらツーリズムネットワークを設立しました。 
 設立時の 3 月の会員数は、個人会員、団体会員、賛助会員あわせて 48 会員数でしたが、

現在、会員数は、51 の個人会員、27 の団体会員、3 名の賛助会員、81 会員数、設立より 1
年 7 カ月で設立当初の 1.7 倍になっております。栗原市の地域資源を活用したものであった

り、栗原市に住む人の技であったりと、体験プログラムを行える会員様が多く存在します。

さらに、数種類のプログラムを提供できる会員も多く、会員同士のコラボレーションをし

たプログラムなども増えてきていまして、実際の体験プログラム数は、数えきれないくら

い数多く存在します。主な活動内容は研修、広報、交流を柱にしています。今回交流事業

についてということで、地

域づくりインターン事業の

受け入れ、体験や民泊の受

け入れ、栗原博覧会“らい

ん”の開催、となります。 
本題の地域資源を活用し

た交流と体験のプログラム

ということで、くりはらツ

ーリズムネットワークが行

った1大イベントのひとつ、

第２部：地域づくり活動団体に活動紹介 

くりはらツーリズムネットワーク 千葉 秀知 氏 

花山村塾 千葉 優子 氏 

くりはら磨き隊 菅原 敏允 氏 

山菜茶屋ざらぼう 伊藤 廣司 氏 
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くりはら博覧会“らいん”についてお話します。こちらが活動の写真になります。38 プロ

グラムが行われました。栗原市の資源を交流しながら体験し、栗原の魅力を楽しみ、再現、

再発見する、参加型博覧会です。今年 10 月 1 日から 50 日という期間中に、41 のプログラ

ムを作成しました。プログラムの種別としてやっていた“らいん”が 10 プログラム、農業

の体験、栗原の郷土食の教室、手芸教室だったり、素晴らしい技術を持った職人さんやア

ーティストの方と交流しながら体験できるプログラムでした。みんなで集まって散策した

り、話を聞いたり、地域の特徴を地元の方やガイドさんと交流しながら楽しく学ぶ、その

空気を感じながら体験できるプログラムでした。 
41 プログラム作成した中で、実施した 35 プログラム、さらにプレイベントで 9 月 10 日

に行った手前味噌でしそ巻教室、とオープニングイベントあづまらいんを合わせまして、

493 人の方の参加がありました。毎日のようにくりはら博覧会“らいん”が栗原市内の至る

場所で行われました。アンケートは 493 人中 381 人から頂くことができました。平日に行

われたプログラムも多かったせいかもしれませんが、女性が 7 割、年代は 60 代以上で半分

を占めました。そして参加者は、偶然にも 77.7％が栗原市内からということで、市内の方

に栗原市内の魅力を改めて再発見してもらい、自信を持って栗原は素敵な所だと言って頂

ける知識が増えたのではないかと思っております。参加したプログラムはいかがでしたか

という問いでは、4 段階評価の中で、すべてのプログラムが最高評価とは言えませんでした

が、おおむね良好という結果となっております。これから先すべてのプログラムを最高評

価にしたいという目標も生まれました。市民の方に多く参加してもらったのもうれしかっ

た理由ではありますが、くりはら博覧会“らいん”を開催して、どれだけ地域の宝が見つ

かったのが、どれだけ地域住民が強く結ばれてきたか、地域にこんな素敵な方が住んでい

るのだと再発見できたか、地域に住んでいることを自信を持って発信しているか、地域の

夢を語れる人材が何人生まれたか、ということが一番の目的でした。今回の事業で、私達

事務局の役割としては、受付業務もそうなのですが、栗原市にある資源や市民の出番をつ

くり、そして、その気になってもらい元気になってもらい、さらに栗原を好きになっても

らうことでした。現在、プログラムを主宰して頂いた方から、栗原博覧会を実際に行って

みての意見や感想を集めている最中ですが、その意見や感想と、その後実際に交流事業を

行ったくりはらツーリズムネットワーク会員の 3 人の方に、それぞれの発表の中からこれ

からのくりはらツーリズムネットワークの活動の経過と今後の道筋、課題が見えてくると

考えております。今後、くりはらツーリズムネットワーク事務局として、会員のため、地

域のために何かできるのか、精進していきたいと思っております。ご清聴ありがとうござ

いました。 
 
（司会） 
ありがとうございました。2 番目の発表者は、里山の食材を活用して地域の食文化を伝える、

をテーマに、花山村塾の千葉優子さんに発表していただきます。 
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（花山村塾 千葉） 
花山村塾の千葉優子と言います。今日は、こ

の“らいん”に参加して、ということで、私が

感じたことをお話したいと思います。 
私がこの“らいん”に参加するきっかけとな

ったのは、陶芸教室を実施するその打ち合わせ

会の場に私もおり、私だったら何ができるだろ

うかと思いました。花山に来てから 35 年になり

ます。その間、いろいろなことに挑戦してきま

した。その中で一番はまったのが、こんにゃく

作りでした。始めた動機というのが、ちょっと

現実的で、家族がみんなこんにゃくが大好きだ

ったこと、そのこんにゃくがいつも台所に転が

っている、だけどその購入代金が大きな額にな

る、家族にまたこんにゃくかといわれるくらい

おなかいっぱい食べさせたい、そういう現実的な家計上から、私はこんにゃく作りを始め

ました。その頃、私が所属している生活改善クラブでもこんにゃく作りを奨励しており、

こんにゃくいもを買い、これが私のこんにゃくの出発点であります。こんにゃくいもを使

ってこんにゃくを作ったとき、本当においしく、いくらでも食べられました。その味、香

り、しかも、1 キロのこんにゃくいもから山盛りのこんにゃくができて、これはすごいと思

い、それ以来ずっとこんにゃくを作り続けています。 
そういうわけで、“らいん”にやるのは、こんにゃくしかないと思いました。早速、くり

はらツーリズムネットワークの事務局の方にスタッフの皆さんに相談して、アドバイスを

頂きながら、プログラムを組みました。こんにゃくは普段の生活では主役ではないです、

脇役です。それを主役に考え、作ることから食べることまでをお昼ご飯に合わせて設定し、

こんにゃくを食べながらみんなでこんにゃくの話をするというプログラムを作りました。

自宅を会場にしましたので、無理のない人数 10 人を定員としました。当日、事務局の方か

ら渡された参加者名簿を見て、市内から 8 名、それ以外のところから 2 名の出席があり、

私の願いどおりだと思いました。なるべく近くの方々に参加してもらい、こんにゃくを加

工するだけではなく、栽培方法や植えた種イモの保存方法、あるいは種イモの入手方法な

ど、総合的に伝えたいと思ったからです。市内から 8 名、しかも文字や鴬沢や金成と比較

的近いところからたくさんの方が参加してくれ、当日、ひとりふたりと集まり、プログラ

ムが始まるまでの間、お話をしたり、始まる段取りを手伝ったりしてもらいながら、私は

私の思い通りの展開になっていると、わくわくいたしました。というのも、みなさんとて

も意欲的で、始まる前から質問もたくさん出て、やる気満々でした。特別なハプニングも
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なく、作業は順調に流れました。こんにゃくの作業の合間に寝かせる場面もあります。そ

の間に、私が持っている保存食を一緒に調理をしましたので、あっという間にこんにゃく

が出来上がり、マイタケごはんも出来上がり、周りを固めるお煮付けも出来上がり、食卓

を整えて、いよいよ会食となりました。こんにゃくもお刺身から串焼きからいろいろ味噌

田楽、ということで、主役に据えられたと思います。それで会食が始まりました。いろん

な意見が出て、感想や質問がたくさん出て、あっという間にプログラムは終了となりまし

た。それから皆さん帰られてから、私自身が一番楽しかったし、みなさんも楽しんでくれ

たということで、とてもいい気持になっておりました。そんなとき、隣にいた主人が、「と

ころで今日は何の講習会だったんだい」と聞きました。私は「え？」と思いながら、もち

ろんこんにゃく作りだよ、と答えたら、「そうか、俺はまた保存食の講習会かとおもった」

と言われました。私はその時、言葉が出てきませんでした。とてもいい気持になったのが、

スーッとさめていくのを感じました。始まりはこんにゃくでした。しかし、一口食べて試

食してああおいしいと言いながら、次の言葉が、私が脇を固めた、保存食の話題でした。

この保存食はなに？どうして作るの？どんなものが他に利用できるの？という具合に、保

存食の簡単な作り方、戻し方、利用の仕方、会食の中心はその保存食のことだけでした。

私もそれに気持ちが乗ってしまって、もう保存食でとうとう盛り上がったまま、プログラ

ムを終了してしまったということを、主人の言葉で思い出しました。 
このことから私は一つ目として、プログラムは何か、テーマは何かをしっかり自覚する

こと、二つ目として、そのテーマが決まったら、あれもこれもと欲張らずに、一つのテー

マを深く掘り下げること、そして三つ目に何よりも自分が楽しく自信を持ってやれること

をやることだという風に感じました。これはとても大きな反省点だったと思います。保存

食を含めた郷土食、伝統食といったものを考えたときに、これは本来ならばそれぞれの家

庭で受け継がれてきた暮らし方の伝承であります。そこのところをよく頭に置いて、私た

ちが昔からの知識とか知恵とかそういったものを、郷土の文化として次の世代に伝えてい

くことの大切さというものをこの“らいん”を通してもっと広くみんなに伝えていきたい

と思います。だから、今“らいん”に参加されている方ももちろん、これからもさらにも

っと自分を深めて参加していこうと思っていると思います。私ももちろんそうです。でも

まだ参加していらっしゃらない方も、自分の持っているもので一緒に“らいん”に参加し

ていきましょうという気持ちでいっぱいです。以上です。ありがとうございました。 
 
（司会） 
ありがとうございました。3 番目の発表者は栗原の長屋門を通じて、地域の歴史と文化を

伝える、をテーマに、くりはら磨き隊の菅原敏允さんに発表していただきます。 
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（くりはら磨き隊 菅原） 
ご紹介いただきました菅原でございます。

今日は、長屋門についてお話させていただき

たいと思います。実は長屋門は昔からあるも

ので、なんとなくあったものですから、非常

に厄介もので、使わないとますます厄介なも

のだと思い調べてみる、盆地になっている栗

原の中で栗原にたくさんある長屋門は珍しい

ものだということが分かりました。その中で

盆地の地域を見たら、狭い盆地に 36 個、つま

り 10件に 1件の割合であるという地域なわけ

です。長屋門というのは実はなんとなく厄介

な、日も当たらないし困ったもんだと思って

いたときに、みなさんや宮口先生が来て、珍

しい、これは素晴らしい素晴らしいと言うも

のですから、私も少し長屋門を考えて見るこ

とにしました。そして長屋門の歴史をずっとたどってみました。そうすると、街道沿いで、

古き良き時代の素晴らしい文化があったと言うことがやっとわかりました。奥羽州街道が

ありますけれども、これは一体どこに行くかというと、文字を通って、秋田を通って、さ

がらを通って、京都へ行く。これは全部昔文字のここの人たちは、こっちを通らないでそ

っちを通ったから、文字、もんのじ、といったわけです。そして、文化の町にしたいと言

うことでいまの文字になりましたけれども、このように非常に交通の盛んな場所で素晴ら

しい場所だったことがよくわかります。そしてそこには人馬の往来が激しいものですから

人がたくさん来る。こういう歩くところに御番所を置きまして、花山も歩きましたから御

番所があります。“らいん”では、この長屋門と奥州うごき街道と文化を伝える研修会に 28
名の参加がありました。長屋門ですが、非常に長屋門のあるうちは農業経営が盛んに行わ

れた、いわゆる裕福なところだった。なぜ裕福だったのかというと、まず米の栽培をしま

した。そして経営ですから、雇い人を置きました。半分は作業場ということです。ですか

ら、文字の長屋門のパンフレットもそのように作りました。愛藍人・文字というのは唯一

文字で食事のできる場所です。できる場所です。そしてそこを出発してこの長屋門を見ま

した。これは非常に管理がよくて立派な長屋門です。このように、昔はこちらの方に門番

をおいて、そして雇い人を置いて、こっちは作業所だったのですが、今でもこの家に住ん

でおります。長屋門には必ずこうして立派な蔵があるのです。なぜか。必ず米蔵はあるの

ですね。長屋門に蔵はそういう風に備わっています。 
さきほども申し上げたように、この家の長屋門は大変立派に残っておりますし、この辺

に炭の部屋にしておりますから、本当は外部から持ってきてこの辺の、釜男といいますけ
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ど、みんなでこのくらいの参加、２８名ここにおりますけれども、みんなで勉強しました。 
伊達藩には３人の立派な家老がおりました。それで伊達藩は強くなったのです。 
御番所は、大きさはそのままで屋根は茅葺を直しています。立派なものです。それから

荒砥沢ダム。高さ１００メートルありますけれども、このように崩落現場になっておりま

す。ところがこれは、学術的に非常に貴重な場所です。これは、残しておくべきであると

いうことになりました。今までは危険な場所でしたから、危険だということで見学できな

かったのですけれども、このように非常に大きな崩落現場があります。学術的にも非常に

意味があるそうです。それで各地域、世界中から来ているようです。中でもダムのことを

いろいろ説明してくださるのは、宮城県の職員の見学担当者の鈴木さんという方です。 
このように、地域で長屋門を通じて歴史文化を学ぶということに意義がありました。参

加者も長屋門の説明も感動した、地すべりも説明をよくしていただいてよくわかった。と

喜んでいました。 
個々の問題点は、これをいかに活用していくかをこれから真剣に考えていかねばならな

いと思います。さらに何回も地震にあっているので、長屋門もそれぞれに痛んでいます。

その修復の費用が今後残していくために大変だということが課題として考えられます。も

ちろん、栗原の長屋門の条例もあって、勝手に壊さないように。実はもっともっとあった

のですが、どんどん壊されています。収入が上がらないとみな壊すんです。非常に貴重な

もので、利用すれば非常に立派な価値があるものであるということがわかります。ですか

ら保存条例も作っていただければいいかなと。そして長屋門の価値を伝承するための人材

育成、後継者をどう育成してどういう、率先してこれに参加してくれる方をどう集めるか、

ということもこれからの私たちの大きな仕事であると思っています。以上で報告を終わり

ます。 
 
（司会） 
ありがとうございました。４番目の発表者は、自然豊かな暮らしの中で、花山ならでは

の農業を体験、をテーマに、山菜茶屋ざらぼうを経営されている、伊藤廣司さんに発表し

ていただきます。 
 
（山菜茶屋ざらぼう 伊藤） 
ご紹介いただきました花山の伊藤と申します。私の受け持ちは、くりはらツーリズムネ

ットワークの一番下に書かれている、栗原市の連携事業の 2 点の中で、民泊というテーマ

です。私の場合は、外部から来た人間には必ず農山村の現実と魅力を伝えるということを

考えておりますので、相手によっていろいろ変わりますが、そういう観点でプログラムを

作っていました。今回は東日本大震災で被災した二つの南三陸町伊里前小学校の宿泊学習

と、若者の地方体験交流事業、一般的には地域作り事業といわれていますが、この 2 点を

ご紹介したいと思います。 
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まず南三陸町伊里前小学校の宿泊学習は 9 月 13～16、3 泊 4 日で花山にやってまいりま

した。そのうち 1 泊を、6 班に分けて農家に民泊するという事業でした。小学校 5 学年の

25 名が来ています。男子 13 名女子 12 名を 6 班に分けて、宿泊しました。1 泊だけ、しか

も半日ちょっとと、とても短い時間でしたので、非常に残念だったのですが、学校側の宿

泊学習の狙いというのが下の部分です。非常にすばらしい、学校の先生方に敬意を表した

いのですが、特に最後の食のあり方について考えること。これがすばらしく、この方向で

いろいろ考えてやってみました。これは初日の対面式、11 時です。子供さん方と 6 農家の

みなさんとの対面式、これはそのあと花山にやってきたです。大きな荷物をしょってきま

した。ちょっと暑い日でしたので、休憩をして、昼食を食べた後、ちょっと裏山もだいぶ

崩れましたので、まだそのままになっています。そこを見ながら散歩ときのこ採りを兼ね

ていきましょうということになりました。熊も出るので子供たちに熊鈴もつけて行きまし

た。 
これは登っているところです。だいたい往復２時間弱のコースを行きました。これは一番

上についたところです。陥没した手前です。ここで小休止。今年は残念ながらきのこは自

然のものがなかなか出なくて、くりふせんだいを少し採ったくらいでした。 
その後、薪割り体験ということで、最初に簡

単な注意事項を与えて、後は自由にやらせま

した。うまくいった子供がなかなかできない

子供にさらにアドバイスするという、お互い

に話をしながら一生懸命薪割りをしました。

すぐ割れるようにということで与えた薪は

全部杉です。後ろにあるのはなかなか割れな

いので、割れるものでやってもらいました。

かなり力強い割り方をした子供もいまして

感心しました。 
これはもう翌日です。初日の晩は、泊まった

場所は中 2 階というか、屋根裏部屋みたいな

ところだったのですが、それなりに子供たちには好評で、隠れ家みたいなところに 5 人一

緒に止まるということで、非常に楽しかったようです。最初に学校側から出していただい

た資料には、子供たちは野菜嫌いとあったのですが、自分たちで採った野菜を自分たちで

処理して食べてもらったのですが、嫌いどころかたくさん食べてもらって、こっちもうれ

しかったです。朝食後すぐ分散していった子供たちが一堂に集まって、そば打ち体験とい

うことで、こういう形でいろいろやってもらいまして、最後に子供たちが作ったそばをみ

んなで一緒にいただいて解散となりました。最後に皆さん花山でもう 2 泊ありましたので、

そちらに皆さん行かれました。 
我々の地区は子供が少ないので、特に私の行政区には子供が一人もいませんので、子供
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が来たというだけで非常にぱっと明るくなった気持ちで、こちらも楽しく過ごさせていた

だきました。もっと長ければよかったという皆の感想でした。 
若者の地方体験交流事業、地域づくりインターン事業、これは今回のシンポと同じ国土

交通省の事業で、価値総研さんが事務局をしているものです。23 年度については、これを

受け入れる自治体が全国 26、その中のひとつが栗原です。受け入れる目的はそれぞれの自

治体で違うのですが、栗原市の場合は、これを受け入れる農作業や普段の暮らしの中の行

事を体験しながら、交流するということで栗原ツーリズムの姿を研究します。こういう目

的のようです。 
来たのは 9 月 27 日から 3 泊 4 日、東京大学の大学院生が男子 1 名、当初 2 名だったので

すが 1 名キャンセルとなりで残念でした。初日、市側のほうで、市内の資源調査というこ

とで、栗原市内をいろいろ歩いて見学・視察をしました。夕方にはうちに来ましたので、

まずは 3 年前の地震の映像を見せながら、現状説明をしました。次の日、ちょうど石釜を

作り始めていたので、そのコンクリート打ちを手伝ってもらいました。その後、花山のざ

つかまさんで、釜の見学とか仕上がった作品の石焼作業を手伝っていただいた。帰ってか

らもまた、薪割りも体験してもらいました。29 日、農作業としては非常に悪い時期だった

です。収穫するものもあまりない。それで、きのこを出荷するのを手伝っていただいて、

その後山のほうの崩れたところを見学がてら、きのこ採りにいってまいりました。夜は地

域の人たちとの交流会ということです。最終日、朝、でもとまいたけの出荷の手伝いをし

てもらいまして、昼には関係者と昼食会、そして解散でした。次の日の朝一からコンクリ

ート打ちをはじめました。コンクリートを練るのも初めてということでしたので、非常に

興味深そうにやっていました。それから薪割り体験。先ほどの子供たちの姿と比べてどう

ですか？子供たちのほうが非常に手馴れた感じでやっていたような気がするのですが、初

めての体験みたいですね。やることすべて未知との遭遇というような感じでやっていまし

た。また、ひらたけを採ってパックして出荷するという作業です。これはきのこ採りで山

に連れて行って、山を見て木だ！といっていましたから、どういう方かわかると思います。

そういう方にいろいろこの山の魅力をちょっとでしたけどやってみました。その夜の交流

会はいろんな方が集まり、一人一品持ち寄りでやりました。非常に楽しかったです。ご馳

走が思ったより集まりまして、いい交流会になったと思います。 
とにかく、できるだけ 3 大都市圏の若者を地方に、という事業ですので、まったく田舎

経験がない方で、こういう機会を多く持って地方の生活をしてもらえればなと思います。 
最後に今日のテーマにあわせて、観光産業というものが地域活性化にどういう風に結び

ついていくのかということを考えてみました。観光産業などたくさんあります。今回担当

したのは民泊でしたので、その中のひとつに民泊がある。そのなかにもたくさんプログラ

ムがあるわけですが、そのひとつとして、移住を希望している方だけを集めて民泊する体

験というのが考えられると思います。 
どんなことをやるか、ひとつは移住のプロセス、単純に手続き上の問題でなく、移住希望
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者は若者から年寄りまでいますので、その方に合った、例えばどのように生活するのか、

年金暮らしでいいのか。それとも若者だったら農家でもなくどうやって食べていくのか、

その辺もあわせた研修会も必要だろう。また、いい時期だけでなく、真冬にやったり、い

ろんなことをまず体験してもらい、全部ひっくるめて移住したらやるんだよ、ということ

になると思います。こういうイベントをやって終わり、ではなく、参加した皆さんにいろ

いろ後々までフォローしていく、例えば、来て住まなくてもいろんな形でつながりができ

てくれればいいなと思います。 
実際これにどういう風に地域活性化につなげていくか、市の大きな施策としてあるとす

れば、その中の具体的な施策として、定住促進というものがあると思います。これをこの

体験プログラムということに結びつけて今協働してやっていけばいいのかなと思います。

中身としては、やはり専門部署の設置、事務部署として係にこういうのがあるということ

だけではなくて、本気でやるなら専用の職員をつけるぐらいのことでやればいいのかなと

思います。 
それから、残念ながら今ここが空き家になっていて、これが家具でとか、ここの土地の

売ってくれるとか言う情報がまったく集積されていませんので、そういうものを集めて情

報発信していくということがあればいいかと考えています。 
それから、具体的に移住したいということが出てきたら、とことん行政として支援をして

いく。こういう産業が広まっていく。これはたまたま観光産業と地域活性化の結びつきと

いうことですが、いろんな分野でこういうことができればもっといいのかなと、田舎には

人一人来ただけで本当に地域が変わりますので、ぜひこういうことを考えていただければ

と思います。ありがとうございました。 
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（２）宮崎県小林市 

 
１．小林市シンポジウム議事録  

 

第１部：基調講演 

中央大学大学院公共政策研究科･総合政策学部 細野助博教授 

 
 

 (司会) 

基調講演につきましては、中央大学総合政策学部、細野助博先生お願いいたします。 

 

(細野) 

ワークショップを行うに当たり、にぎわ

いというものをどのように考えるかにつ

いてお話したいと思います。 

中心市街地も観光地もにぎわうという

ことがとても大事です。どうやったらにぎ

わうのか、にぎわうとはどういうことか、

そのヒントになればと思います。 

まず、町がにぎわいをうむためには売りが

必要です。何が売りなのか、ということで

す。売りとは何か、それはハード、つまり

建物、とソフト、どうやってそれを活用するか。その二つががマッチしないとだめなので

す。 

バリ島の写真をみてみましょう。新しく開発された地域に日本資本のショッピングセン

ターがあり、ハードはすごくいいのですが、人がほとんどいない。ところが、歴史的屋並

みが続く町中はおそらくとても古いところで、スコールが降ると雨が漏ってしまいますが、

そんなところでも、人がたくさんいます。バリ島に来た思い出を作るためには写真ばかり

でなく何か小物を買いたいでしょう。ハードだけでは虚しいのです。まず、ハードとソフ

トがマッチしなければならない、ということです。 
2 つ目は、お客の数です。人がいないショッピングセンターと観光客がいる街中、どっち

がにぎやかか分かりますね。ほんとにこれが売りかどうかはお客に聞かなければいけない

ですが、聞くのが恥ずかしい場合は、人の数を数えればよいのです。 
3 番目が一番大事です。あれもこれも売りだよ、というのではだめです。どこかに集中し
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なければいけない。技術と革新とありますが、たとえば、ケータイで結構いろんなことが

できますね。あれもこれもできます、と技術者は言います。でも消費者としては、100％使

いきれない。自分が使える物だけあればいい。技術はトップでも、何を売りとするかを決

めていないと本当の技術革新はできない、ということです。日本人は本当にまじめで、新

技術や新製品はどんどん先に行くのだけど、消費者がおいてけぼりを食ってしまう。ステ

ィーブ・ジョブズは、自分がエンドユーザーとして何がほしいかから始めました。町づく

りも同じです。どういう町の売りでやろうか、という合意形成ができたところから、では

どういう仕掛けをしようか、ということが決まるわけです。それがイノベーション、革新

です。イノベーションとは、他に誰も考えていないことを誰もしていないことを一早く、

ということなのです。 
4 番目ですが、売りは活用しなければならない。活用すればどんどん進化します。活用し

なければ存在しないも同じです。 
売りで変化した町の例です。アメリカ郊外の何の変哲もない 97 年の町の様子ですが、どう

やって町を作ろうか、という再開発が必要になった時に、東海岸で映画の研究所を作りた

い、場所を探しているという情報を得た。うちがやりたいと手を挙げて、ここに全米映画

研究所というオンリーワンを作った。たったそれだけです。住民達が誘致しただけで、こ

の町は映像文化の町だという売りができたのです。そうすると映像関連の会社が 2,000 人

の本社の社員を連れて引っ越してきました。町の短大が大学院を持つ大学になり、町の人

たちが誇りを持つようになってきた。誇りを持てば投資のお金がやってきます。 
私たちは今、福生のお手伝いをしています。小中高の子供たちと町づくりをしています。

福生というところは、東京の中で学力水準が 2 番目に低いのです。すると学齢期のお子さ

んを持っているお父さんお母さんは、福生なんて出ましょうよ、となる。今福生では、住

民票を移す人にもれなくアンケートを取っています。理由は二つしかないのです、住宅と

教育で福生の再生を計画しているのです。ではどうしたらいいのか。 
町の三分の一を横田基地が占めています。これは普通マイナスだと思うでしょう、でも

マイナスではないのです。外国人がたくさんいるから。基地の中では英語を話しています。

日本人はどちらかというと英語が不得意です。そうすると、今、下から 2 番目でも、英語

でトップになることもできるのです。基地の人たちに来てもらって英語の教育を小学校か

ら中学校でやらせる。これは総合特区を使います。うちの学生たちが行ってお手伝いして

います。これはインターナショナルフェアといって、基地の人たちと基地の前の商店街の

友好関係です。総合改革特区で英語の授業を小学校からずっとやるよ、というとすぐ来て

くれる。単位の認定が文科省ではできないので、総合改革特区でやろうということです。

これは宝探しです。子供達に福生にこういう町の宝があって、ということを英語で作文さ

せて教材にする。その時に、ここにも空き店舗がたくさんあるのです。そこでＩＴの業者

やデザイナーに入ってもらって、たとえばバーコードをペンでなぞるとネイティブの声が

聞こえるテキスト作りという企画をやろうとしています。 
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財産がたくさんあり売りで悩んでいるところがあります。これは花巻市です。花巻温泉、

花巻空港、新幹線の新花巻駅、宮沢賢治など色々ある。でも何を売りにしていいか分から

ない。宮沢賢治をもっと前面に出せばいいのですが恥ずかしがって出さない。宮沢賢治検

定というご当地検定があるのですが、花巻でなく盛岡でやっているのです。 
今日お話ししたいことは、毎日にぎわうことが大事かということです。にぎわうとはど

ういうことか。私は新潟の出ですが、一日市とか、二日市、三日市、十日町、廿日町など

がありますが、これは市が立つ日で、中国もそうですが、ゼロのつく日は休みなのです。

一開いて、隣町で二開いて、反対側の隣で三開く、次は四、五という形で行商していくわ

けです。一番の中心地が月に 4 回、中くらいは 3 日、小さいところは 1 日、などという形

で市を開くのです。そういうことで考えたらどうか。 

毎日にぎわうことは不可能です。どんなショッピングセンターでもそうです。土曜日曜

になると駐車場がいっぱいになります。ご当地でも毎日混んでいるスーパーありますね。

夜遅くまで開いている八百屋もあります。個店は毎日にぎわっている、それはそれでいい

のです。ところが地域、地区としてのにぎわいは毎日は不可能なので、どういう形でにぎ

わいをつくるか。いつでもにぎわうことができる、これが大事なのです。 

にぎわいは意識改革の手段である。つまり、にぎわうことによって、たとえば私たちが

東京から今日参りましたけれども、それで小林市の昼間の人口が増える。そうすると、顔

を合わせるだけでなく、いろいろな考え方が生まれる。そうすると考え方が変化していく。

意識改革です。 

皆さんに毎日にぎわうということが本当に価値があるかということについてお考え頂き

たい。たとえば、北海道のスーパーなんか土日しか開かない。土日に全部やる。あるいは

スキー場だってそうです。夏儲かっているスキー場なんて聞いたことないでしょう。満遍

なくやっても飽きられてしまう。 

また、にぎわいは協力しなければ成功しません。ご当地は三つの地域が一緒になります。

どういう形で協力してやろうか、市の中心はあそこだ、あそこにテントでいいからにぎや

かにしようと。海外の朝市なんてみんなテントです。どうやって新しさ面白さを見せなが

ら人を寄せるか。終わったら帰る。その TPO、時間の流れ、リズムを作って、人の流れ、

リズムを作る、これが町の活動を作るわけです。どういう町のリズムをつくるかがとても

大事です。 
六次産業の話です。6 という字は、足し算では 1＋2＋3＝6 です。掛け算でも、1×2×3＝6

なのです。六次産業は足し算ではない。お役所がそう考えても、例えば一次産業がゼロで

も、二次と三次が頑張れば 6 になってしまう。ところが掛け算だと、ひとつの産業でも振

るわないと、他が頑張っても限りなくゼロになってしまう。ということは全部頑張らない

といけない。一産業が頑張った、ではそれを加工しよう、そこまでうまくいっても販路が

どうにもならなければ、ゼロになってします。それではイノベーションになりません。農

産物が豊富な町のイノベーションには六次産業がとても大事なのです。どうやるか、どう
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やってバランスを取って、掛け算の大きな数にするのか。それを今日考えて頂きたいと思

います。 

 

（中央大学大学院公共政策研究科･総合政策学部 細野ゼミ生中間報告） 

 
8 月に一度ここで、ファームス

テイなどを交えて体験をさせて

いただきました。実際の体験や統

計データの解析を織り交ぜ、皆さ

んの小林市の町づくりの足しに

なればと思います。 

小林市の現在を皆さんに共有

していただくために、まず、小林

市の現状についてお話いたしま

す。地理的な位置ですが、鹿児島

から車で約 1 時間半、都城からは

20 分、宮崎から 1 時間 20 分、走行基本計画の中でも見られますが、交通の結節点になっ

ており、周囲が大都市に囲まれているため、他の地域に行きやすいということがわかるか

と思います。 
交通事情を具体的に見てみますと、車の通行台数は、中心部は一日 1 万 5,000 台、それ

だけ他の地域とのつながりになっていることがわかります。 
地理的環境がオーブシステム化を招いた、とタイトルにあるように、他の地域、すぐそ

ばに大きな地域があって、しかも交通の便もよい、そこに行きやすい、それが何を引き起

こすかというと、町が開けているという状態は、もちろんよいことではあるのですが、地

域間の人、もの、カネ、情報が魅力あるほうに流れていく、例えば一方によりいいものが

あれば、行きやすいからそちらにいく、という状況が起きてしまう。小林市は近隣に大都

市がある、それをつなぐ国道が存在するため、周囲との競争が宿命付けられています。よ

そにいいものがあれば、そちらに小林からどんどん人が流れていってしまう。地理的にそ

のような状況にあります。 

これから、人口が外に流れていっているという話をしますが、なぜ人口に着目するのか。

経済の基礎である需要供給を作る、それが人口です。町の将来を作る担い手が、ここでで

きていくということで、人口が町の将来を作るともいえます。人口は町の原動力を作ると

ても大切な要素です。その人口が外に流れてしまっているということをデータで見ていき

ます。 
平成 16 年から 21 年の社会増減、人が亡くなったり生まれたりする自然増減とは別に、

人の転出転入による社会増減の部分をみると、すべてマイナスになっていることがわかり



 94 

ます。これは人がどんどん減っていってしまっているということです。外に住居を変えて

おり、県内、県外への人口の流出状態が持続してしまっているという状況です。さらに地

図で、ピンクの部分が人口が増えている部分、水色が減っている部分です。中心市街地も

やはり減ってしまっているのが現状です。 

ではその流出する人口はどこに行ってしまっているのか。中心市街地の下の郊外のほう

に大型店舗が現在あります。大店舗があるほうにどんどん人々が移動してしまっている、

これが人が流れている要因ではないかと考えています。 
さらに、これは歩行者数ですが、どんどん右下がりになっています。大店舗が郊外にで

きると、中心市街地に人が来なくなっているというのがこのデータからわかると思います。 
実際に中心市街地の現状はどうかというと、空き店舗率が増えています。5 つの商店街が

ある中で、一番多いところで 2 店舗に 1 店舗が空き店舗となっています。 
私たちも前回の 8 月にフィールドワークをしまして、中心市街地の様子を調査してきま

した。いくつか中心市街地活性化基本計画に載っていた事業が、ここで達成されているの

ではないかと思われることがありました。国道 221 号線 4 車線化事業、パートショップ事

業、駅整備事業といった、基本計画に載っていた部分の事業が進められていることがわか

りました。 

その一方で、まだまだな部分もありました。たとえば商店街というのは、私たちが歩い

たのは夕方ぐらいでしたが、やはり人が少なかったということと、シャッターが閉まった

店舗が多い印象を受けました。また、駐車場をたくさん作るという事業が計画の中にあっ

たのですが、その駐車場が果たしてどのくらい使われているのかということが少し疑問に

思った点です。 
今説明した点をまとめると、ここ 10 年間で起こった変化は、まず郊外化、中心市街地の

衰退です。郊外化は人口がどんどん外に出てしまっている、その要因のひとつは大店舗の

需要が拡大しているのではないか。中心市街地の衰退、フィールドワークで感じたように

賑わいが減少してしまっていること、小林市は地理的にもオープンシステムの中で近郊に

大きな町があるということで、規模の経済では勝てそうにないようなところが見られまし

た。このように中心市街地が衰退している。郊外を主としたライフスタイルが小林市の皆

さんの中に浸透しているというのが 10 年の変化から起こった状況です。中心市街地がオー

プンシステムで激化する競争に勝ち残れなかった、というのが、私たちが実地調査やデー

タからわかった結果です。 

ここまでは、地域間オープンシステムの中で、中心部の郊外化が進んでいる、郊外化の

中で特に小林市の中心市街地は 10 年間の変化に悲鳴を上げているという話でした。 
この 10 年間に起こった変化の中で、郊外化は暗いものですが、一つ明るいものがありま

す。それは小林市のもうひとつの変化、合併です。こちらに平成 18 年度新小林市誕生、と

いうポスターが貼ってありますが、小林市は近年、野尻町と須木村で合併をしました。合

併というのは、3 つの地域が地理的に引っ付いたという以上の効果を生みます。例えば、農
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業に着目したのがこのグラフです。平成 16 年と平成 18 年の産出額をこちらに並べていま

す。平成 16 年は小林市の須木地区と旧小林地区の二つだけで、平成 18 年にはそこに野尻

地区が加わったものです。このグラフを見ると、特に野菜、果実、肉用牛が、平成 16 年か

ら 18 年にかけて大幅な産出額の増加が現れていることがわかります。このように合併とい

うのは、農業の産出額を底上げする、それは産出量が増えるということでもありますし、

産出される作物の種類も増えるということでもあります。 
また、合併のメリットは、地域別の就農者数の変化にも表れています。これは 2000 年か

ら 2005 年で、就農者数、第一次産業従業者の特に農業ですが、これがどれだけ増えたのか

減ったのか、というのを示したグラフです。ピンク色の丸になっているところが増えたと

ころ、水色の丸になっているところが減ったところです。この増えた部分は、野尻や須木

の地区に位置しています。就農者が増えるというのは、農業全体の存続にかかわってくる

とても大切な問題ですから、その点でも、3 地区の合併がプラスに働くということが言える

と思います。 
次のセクションは、この 10 年間の変化

の中で、小林市はどのような施策をもっ

て地域活性化に励んできたのか、という

ことを説明します。先に結論を申し上げ

ます。小林市のこれまでの町づくりは、

このような構図で行われてきました。先

ほど地域がオープンシステムということ

で、小林市がその他の大都市や郊外の大

店舗との対決・競争を余儀なくされてい

るという話をしましたが、この構図の中

で小林市の政策は、中心市街地に投資をすることでこの競争に勝とうとしてきたのです。

具体的に中心市街地で何をしていたのか、大きく分けると二点です。一点目が商業による

賑わいを創出しようとしたこと、二点目が、ハードによる魅力的な町を作ろうとしたこと、

です。 

なぜ中心市街地をピックアップして投資をしたのかというと、中心市街地に投資をする

ことが、小林市全体の利益になるという考えが当時あったからです。その考えの全体が一

体どこから来るかというと、地域全体に住んでいる人が中心市街地をライフスタイルの中

心に位置づけているから、その小林全市民のライフスタイルの中心にある中心市街地に投

資することが一番いいことだと考えられてきたのが、これまでの小林市の中心市街地活性

化という町づくりでした。約十数年前に作られた小林市中心市街地活性化計画の中で、暮

らしのステージ作りのところには、回遊性と特殊性を持った商業空間への再生、中心市街

地を回遊性のある商業空間にしていこうという、商業で競争に勝っていこうという姿勢が

見られます。そして、市民全体のステージ作りの中にも、賑わいを創出していく町づくり
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という言葉や、商業やサービスの魅力向上といった文言があります。このことから、中心

市街地を商業をもって賑わいのある町にしたいという考えが書かれています。 

その中心市街地活性化事業の中で具体的に行ったものの代表的なものは二点です。ひと

つが整備事業、アーケードをきれいにしたり、住環境を向上するような投資を行ったり、

いわゆるハードと呼ばれる投資を小林市は行ってきました。もう一点は、小林市の中心市

街地を商業の盛んな町にしようという目標の下で、商業化活性化事業というものも計画の

中に盛り込まれています。先ほど写真でも紹介がありましたが、水と緑のあふれる町にし

ようと景観事業を行ったり、歩行者天国、フリーマーケットや空き店舗対策事業など、さ

まざまな取り組みへの挑戦が活性化事業計画の中には盛り込まれています。しかし、ハー

ドのほうはしっかり整備されているという印象を受けました。町の中はとてもきれいでし

たし、駐車場もきちんと管理されていました。一方で、ソフト事業のほうが今どういう状

況になっているのか、成果が上がっているのかということをフィールドワークの中で見出

すことは、私たちにはできませんでした。察するに、チャレンジショップ事業や空き店舗

事業、各イベントに関しておそらく取り組みはあったと思うのですが、参加者の不在やさ

まざまな事情からそれが持続しなかったのではないかと推察しています。 
このように、中心市街地を地域全体の人のライフスタイルの中心であると考えの下、中

心部の商業を活性化させよう、そのためにハードへの投資を行ってきたというこれまでの

町づくりの方法は、小林市のこの 10 年間の変化の中で少し考え方を変えなければならない

地点に来ているのではないかと感じています。 
①ライフスタイルの郊外化が定着してきている。人口の流出、流出に伴う店舗の郊外化、

郊外の大店舗が商業の利益のかなりの部分を担っている、というところから、小林市のラ

イフスタイルの中心は郊外に移っていったという事実がここにあります。中心市街地を活

性化して地域全体が盛り上がる、活性化するという前提は、人々のライフスタイルの中心

が中心市街地にあるという前提に基づいたものですが、その前提が 10年間の変化の中で崩

れつつある、ということです。これは小林市だけではなく、高速道路や新幹線でオープン

システムが加速している日本全国どこの地方でも起こっている問題です。郊外化が進んで

いるというのは全国的な潮流です。ただ、そういった潮流があるならば、潮流にあわせた

新しい取り組みをしていく必要があるのではないかというのが①での指摘です。 

②従来の考え方での勝利は難しい。これまでの中心市街地活性化事業のメインは商業の

発展でした。しかし、小林市の周辺には郊外の大店舗や、都城、宮崎、鹿児島といった大

都市が控えています。それらの大都市を相手に、商業規模で勝っていこうとすることは、

不可能ではないにせよ、予算もたくさん要りますし、難しいことなのではないかと考えま

す。 

③整理事業や駐車場などハードの面では実現されていますが、ハード事業そのものは魅

力には直結しない、ということです。ハードは、魅力作りの下支えをする意味で不可欠で、

ハードがあって初めて地域の魅力はいきてきます。しかし、ハードそれ自体は魅力ではな
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い。このあたりは少し実感されづらいと思うので、この後例を使って説明していきます。   

町が活性化していくため、町づくりをする上では、ハードとソフト双方がうまくかみ合

った町づくりをしていくことが大切です。先ほどハード事業の例で整備事業や駐車場事業、

再開発事業をあげましたが、このハードは、ソフトの効果を下支えするものです。では一

方のソフトとは何でしょうか。それは人が集まる、人を集める魅力づくりです。人を集め

る魅力とは、他の都市にない差別化がその町づくりに実現されているかどうか、というこ

とです。例えば、イオンのような郊外型の大店舗を小林の中心市街地に作ったところで、

それはソフトの魅力につながるのかというと、商業の魅力には確かにつながるのかも知れ

ませんが、差別化が図れていないという意味では、人の集まる魅力になるとは直接にはい

えないと思います。小林市の場合では、他の大都市の魅力とは別の、もっと差別化を図っ

た上での魅力づくりがソフトの魅力にあたります。中心市街地活性化のほかの事例でよく

挙げられるのが、そこで何らかのイベント、チャレンジショップ、ワークショップを行う

などがあります。このソフトとハードが絡み合って、例えばイベント事業を行うにしても、

せっかく魅力のあるイベントを行っても受け入れる駐車場がなかったらイベントはうまく

回っていきませんから、イベントの発するソフトの魅力とそれを支える駐車場を作るとい

ったハードの魅力、それらがかみ合って初めて町づくりは実現するものなのです。それが

どちらかに偏っていては、どんなに多額の投資をしても、町づくりの魅力にはつながって

いかないということが私たちの提案です。 

このソフトとハードの連携について、他の事例で説明します。私たちのゼミでは昨年富

山市について研究をしました。こちらが富山市中心市街地です。ここに富山駅があり、こ

こが商業のひとつの拠点になっています。もうひとつ、正当性ある商業の拠点として、総

曲輪地区というところがあります。この富山地区と総曲輪地区は約 2 キロの間が開いてお

り、その 2 キロの間は商業街ではなくビジネス街でつながっているところです。このよう

にビジネス街によって商業集積が分断されていることを何とかしようと富山市は考え、そ

の二つの地区をつなげるための LRT、路面電車を作りました。ここに路面電車を走らせる

ことで、二つの商業集積をつなげようとしたのです。作戦としては、正当性を持った総曲

輪地区を再開発し、商業の魅力を高めます。次に LRT を環状化し、総曲輪商店街をさらに

再生させていく、再生を拡大させていく。そして双方がつながる波及効果をもって、両方

の商業を活性化させようと考えたのが富山市でした。そのために路面電車を作るお金とし

て、国の補助金を除いて富山市自身が 30 億円を投資し、また、下の商業地区を盛り上げる

ために、フェリオという大店舗を作って、そこに 125 億円を投資しました。富山市は人口

40 万人の自治体である程度お金を持っていて、中心部にもそこそこ人が住んでいるという、

そもそも恵まれている状況だったので、これでうまくいくと富山の人は考えていました。

結果的に、LRT はもう少し前から開通していましたが、商業施設のフェリオが開店したあ

とも人通りは減り続けました。富山市の教訓はいくつもあります。例えば、商業集積の魅

力を高めようと作ったこのフェリオ、これは三越のような百貨店です。その百貨店を地価
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の高い中心に敢えて建てることでソフトに頼らずにハードのみで利益を生むことができた

かというと、僕はそれはあまり生めなかったと思います。先ほどソフトの魅力の上では差

別化が大切だという話をしました。この差別化を、一般的な大百貨店のフェリオ再開発に

よって図れたかというと、僕はできなかったと思います。結局フェリオを作った 125 億円

は百貨店を作る箱を作ったはいいものの、人を呼び寄せる魅力は作り出せなかった。ハー

ドに偏重した政策になってしまったということです。しかし、ソフト的な相乗効果を生む

ことができず、結局この 30 億と 125 億円がハードのための投資になってしまった。 

ここ一週間の新聞ですが、富山の中心市街地の活性化は今厳しい状態にあるそうです。

人口はいまだ戻らず、中心市街地の活性化で歩行者人口と居住者人口というものを富山の

指標に挙げていたのですが、どちらも目標に届かないということです。これだけたくさん

のお金をかけても、これだけ大きな都市人口規模を誇っていたとしても、オープンシステ

ムの中で差別化というソフトの魅力を作れなかった富山市、ハードの魅力にたくさんのお

金をかけた富山市であっても、活性化はうまくいかなかったということです。 

ではどうやって、差別化、活性化を行っていけばよいのでしょうか。 

10 年間の変化の中で郊外化と合併という大きな潮流があったわけですが、その時代の変

化に合わせた新戦略を小林市は持つべきではないでしょうか。そのためには、今まで中心

市街地単体の投資、活性化と郊外、他の大都市との分裂構造があったのを、中心市街地だ

けではなく、旧小林市、そして合併した野尻地区、須木地区、その地域全体の活性化をも

って、これらのオープンシステムの中での競争を戦っていくべきだろうと思います。考え

る上で、私たちが大切だと思ったポイントをいくつか挙げさせていただきます 

一点目は、市全体にあるものとその変化のフル活用をしていくべきだと思います。郊外

化は確かに、中心市街地にとってはマイナスの変化だったかもしれません。しかし、合併

というプラスの変化もこの 10 年間であったわけですから、その変化を活用しない手はない

と私たちは考えます。次に、規模ではなく質と差別化で勝負していくべきという点です。

先ほど 40 万人の人口を誇る富山の例を挙げましたが、そこからもわかるように、大切なこ

とは規模で戦っていくことではないのです。特に小林市の場合は、オープンシステムの中

で、周辺に大きな郊外大店舗がありますし、一時間ほど車を飛ばせば宮崎市、鹿児島市、

都城市といった大都市がすぐそこにあるわけです。その都市と、人口の面では劣る小林市

が戦っていく上で、規模での戦いを挑むことは、不可能ではないにせよ非常に非合理的な

ことであると私は考えます。大切なことは質の向上と差別化を図ることで、町独自のソフ

トの魅力をもって競争に勝利していくことが重要であると考えます。そして、町全体で戦

っていくということですから、これまでのように中心市街地の商業で活性化していこうと

いう、中心市街地にそういう役割を期待するのではなくて、もっと別に担う役割があるは

ずです。それこそ、地域全体で戦う上での顔の部分に中心市街地がなるべきではないかと

いう話をこれからしていきます。 
合併という 10年間の変化のプラスの面をもう一度確認してください。合併によって果実、
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野菜、肉用牛がすべてアップしていますが、小林市は合併によってたくさんのコンテンツ

を得、それにより農業産出額が上昇しています。そして、合併の結果如何にかかわらず小

林の農業はとても元気です。宮崎の多くの自治体が産出額を落とす中、小林市は善戦して

おり優秀な農業を持っています。また、西諸地域という、小林市と高原町とえびの市とい

うこの 5 地区の中でも、小林市の農業は力強いものを持っているということがポイントで

す。西諸地域全域を 100 としたときに、小林地区はどのような出荷額の変化をしているの

かをみると、西諸地域全体の農業の底上げを小林地区が行っているということがわかりま

す。お伝えしたいことは、小林の農業は対外的にちゃんと力を持っているということ、そ

して、その伸びる力というものが野尻町との合併、地域連携というものによって、コンテ

ンツが増える形でさらに効果が高まっているということです。 
農業を中心に町を作っていこうという、力強い農業を使って町を作っていこう、地域全

体を活性化していこうという狙いが今、小林市で作られた総合計画の中にも変化が現れて

います。抜粋したものを読み上げます。「農業を基幹に活性化し、わが国の食料基地の一角

を担っていく」、要は日本全国の中で農業において私たちはひとつの地位を持っていますと

いう自覚が小林の中に生まれてきています。こうした計画の変化の裏には、合併によるコ

ンテンツ増加と、周囲で善戦する小林市という裏づけがあります。 
そしてもうひとつ、これまでの中心市街地の商店街の振興を重点に行っていた地域活性

化が、町、村への活性化に変化しました。中心市街地一点の発展ではなく、地域全体の発

展が大切だというように、10 年間の変化を経て市の方が認識されているということがここ

でわかります。この変化の背景には、さまざまな投資を行ってもどうやら中心地の商業が

衰退する、この衰退は、投資自体がいけなかったのではなくて、全国的な潮流と郊外との

競争という要因があったわけです。そして、町、村全体ということで、さまざまな産業連

携、地域連携を持って活性化していこうという意志の現れであると思います。 
これから先、小林市は地域全体で町を活性化させていかなければならない、その活性化

には質、差別化が大切である、そして質で戦う上で何をキーワードにすべきかというと、

それは私は農業なのではないかと考えます。農業は対外的な強みを持っていますし、合併

によってさらに力をつける分野です。合併という変化を活かせるのが農業です。また周辺

と比較しても力強い結果を残しており、一部の皆さんに作っていただいた SWAT 分析の中

でも各地区で得意とする農業分野があるということを書いていただきました。そのような

各地区の強みをすべて生かせるのが農業です。そしてこの農業の強みを活用しようという

思いが、市の総合計画の中にも現れています。 
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それでは、農業の強みを使った

町づくりを、どのような戦略で行

っていくか、コンテンツを作るの

にどのような視点を持つべきだ

ろうか、というお話を最後にいた

します。農業を生かした戦略を構

築する上で、私たちは大きく 4
つの段階を提示いたします。一つ

目の段階、差別化できるコンテン

ツをこれからもっともっと増や

していく。合併によってコンテン

ツは確かに増えましたが、まだまだコンテンツを増やすことはできると思います。詳しく

はまた後ほど説明します。次に 3 つの地域資源を最大限に生かす。コンテンツを作る上で、

その下となる農産物が合併によって増えたわけですから、小林、野尻、須木の各地区だけ

ではなく、3つの地域の地域資源をフルに活用していくことが大事である、それが地域全体

で活性化を実現するということであると思います。三つ目、中心部は独自化の拠点として

の顔になるべきである。これまでは、活性化の拠点それ自体が中心市街地に合ったわけで

すが、これから先は地域全体の活性化、その拠点、顔、ショーケースになるのが中心地な

のだということです。最後に、こういったことに既に気づいて、取り組みを始めていらっ

しゃる方々が小林市にはたくさんいらっしゃいます。その市内のパイオニアに、地域全体

で活性化していくわけですから、ノウハウの共有がお互いの利益になるわけです。一つ一

つ見ていきます。 

まず一つ目、コンテンツを作るのは地域を活性化させるためです。地域を活性化させる

とは競争に勝てる地域を作ることです。競争に勝てる地域を作ることとは差別化を図るこ

とです。というわけで、農業をつかってどのように差別化を図るのかという話をします。 

現状、小林市の農業は差別化を図れているだろうか。このような視点で皆さんに書いて

いただいた SWAT 分析をピックアップしました。強みとして、ブランド化に成功しているも

のがあるということを評価されていました。太陽の卵などのブランドが宮崎県の中に既に

いくつかあります。一方で、このような先進的な取り組みがただ一握りでしか実現できて

いない。これは実現することはとても難しいことで、さまざまな多くの人々の協力やお金

も必要ですが、今の段階では先進的な取り組みは一部の要因として挙げられます。その特

産品の価値が実はその周辺地域とあまり変化をしていないということです。ブランド化ひ

とつ取ってみても、マンゴーや金柑に関しては県のブランドに依存しており、独自のブラ

ンド化を図っているメロンに関しても、十分な成果を残しています。ヘクタールあたりの

生産量も高いですし、価値も出ています。しかし、ヒット数において、若干弱い部分があ

るということがあります。ブランド化に関してももう一押しできるところがあるのではな
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いかと思います。そこで我々が考えるのが、六次産業化という考え方です。先ほどの先生

の話にもありましたが、一次産業を加工したり販売したりすることで、他の産業と掛け合

わせて新たな付加価値をつけ、それをゆくゆくは地域活性化に生かしていくという考え方

です。この六次化を実現することで、産地それぞれがコンテンツを増やす主役になります

し、活性化が農業以外の産業に波及します。合併によって増えたコンテンツは何倍も魅力

を増やしていきます。六次化の実現で中心市街地、そして中心市街地の主体である事業者

さんそれぞれに対して新しい役割が生まれます。 
先進事例を紹介します。つきとくさんという有限会社が加工に成功し、さまざまな製品

を売っている。我々は東京にある宮崎県のアンテナショップに行ったのですが、そこでも

多くのつきとくさんの製品を見ることができました。そして、グリーンツーリズム、自然

体験型旅行の先進事例として、北霧島田舎物語推進協議会さんが取り組みをしていらっし

ゃいます。農業と観光業の連携に取り組んでいらっしゃる自治体があります。このような

農業のパイオニアたちにノウハウを学んで、六次化で顔を作っていけばいいと思います。 
続いて、六次産業化のヒントとして他県の事例をご紹介いたします。 

以下の四つです。①新しいコンテンツを作っていこう、②今ある地域資源を活用しよう、

③中心市街地を活かしていこう、④様々なノウハウを共有しよう、という 4 点です。 
①の例を説明します。高知県安芸郡馬路村、人口は 999 人、第一次産業比率が 58.5％、村

の面積の 96％が森林で、鉄道も国道もコンビニもない、信号もない小さな村です。こちら

はゆずの産地で、ゆずを使った加工品を販売しています。そのヒット商品に「ごっくん馬

路村」というものがあります。農協の職員が中心になって開発を進め、それが村づくりと

しても進展した事例です。その商品は、地元で使ったゆずを使って作ったゆずのジュース

です。昭和 63 年に商品化し大ヒットしました。1 本 120 円です。ANA の機内販売でも売

られていたことがあります。特徴としては、商品だけでなく、馬路村そのものを売り込ん

でいくという点がポイントです。宣伝に馬路村の村民を使うということでも有名になりま

した。馬路村の販売システムは、役場と農協が連携を取り合っています。馬路村ゆずのハ

ンドブックというものもあり、1987 年から 2007 年までの 20 年間でゆずの生産量は 2 倍に

しかなっていません。ただ、加工品の販売量は約 33 倍になっているということです。付加

価値をうまくつけて、販売に成功しています。この事例をまとめると、商品と一緒に村を

売っていること、消費者との関係を重視していること、ゆっくりした田舎というコンセプ

トの下に販売を行っていること。今もっているものを元にして新たなものを生み出してい

る事例といえます。 
二つ目は三重県三浜町です。三重県南部に位置し、人口は 9257 人、みかんが一年中栽培

できる暖かい地域です。こちらが個人経営のみかん農園でみかんの完熟絞りジュースを生

産している杉本農園というところがあります。こちらは、どこに売ったらよいのか、とい

うマーケットの分析をうまくされている事例です。RFN 分析という、誰が買いに来たか、

よく買いに来る人は誰か、一番お金を使っている人は誰か、三つの視点から顧客を分析す
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る手法をとりました。その結果、たくさん買っていく顧客と、少しだけ、たまにしか買わ

ない顧客の二つがあるということを発見し、たくさん買っていく顧客にターゲットを合わ

せることにしました。その結果、高級路線をとりました。百貨店で販売したり、通信販売

を行ったり、またパッケージにもこだわって高級感を演出しました。みかんジュースを贈

り物にするためパッケージの箱が千円、ジュースが 2 本か 3 本入ります。みかんジュース

は 1 リットル 1,995 円で贈り物にする方が多いです。この成功の理由としては、顧客を分

析して層が分かれていることを見抜き、ひとつの層にターゲットを絞った、そしてそのタ

ーゲットにあわせたイメージを演出した。ということで、もともと持っているものの売り

込み方を考えた、という事例です。 
三つ目は地域資源を活用した事例です。石川県の金沢市、人口 46 万人、第一次産業比率

4％、第三次産業が盛んな都市です。ここでは加賀野菜のブランド化に取り組んでいます。

加賀野菜とは、簡単な定義は、昭和 20 年以前から栽培され、現在も金沢を主として栽培さ

れている野菜のことです。加賀野菜として認定されているのは 15 品目です。黄色いマーク

が加賀野菜認定マークです。金沢市の農家が生産したもの、使った薬品の使用履歴を表示

していること、ブランド協会の指導を受けたもの、という厳しい条件があります。また、

加賀野菜を使用した加工品につけることができるマークの認定基準も厳しくなっています。

厳しくすることで、加賀野菜の品質を高め、レベルをキープしています。金沢の六次化は、

ブランドを徹底して管理し、加賀野菜のレベルを高く保つ、地域とのつながりという点で、

加賀野菜を使った食品、料理、メニューを三つ以上持っている飲食店に認証マークを与え

ることで、地域全体で加賀野菜を盛り上げていこうとしています。 
④中心市街地を生かす事例です。静岡県掛川市、浜松市と静岡市という大きな都市のち

ょうど間にあります。人口は 11 万人程度です。中心に市街地で地場野菜を販売するけっと

ら市というものを行っています。けっとら、とは地元の方言で軽トラックのことです。掛

川の農家の方々が掛川の中心地で軽トラックの荷台で野菜を売ろうという取り組みです。

毎月第 3 土曜日の 9 時から 12 時に、駅前通りを歩行者天国にして開催しています。市内の

生産者や中心地の商業者の方も出店することができます。こちらのコンセプトは、新幹線

も止まる掛川駅と掛川城の間の中心地に人がいないという問題を抱えていました。そこで、

中心地に人を呼び込むために、この間の部分で何か行おうということで、駅前通りを歩行

者天国にしお店を開いてみようということで始まりました。それによって、掛川城と駅前

の行き来が頻繁になるだろう、また、普段あまりかかわりのない生産者と消費者のかかわ

りの場を持たせよう、また 2005 年に合併したばかりの 1 市 2 町のまとまりを高めよう、と

いうことで、掛川駅周辺を新掛川市の新たな中心地として魅力を高めるため、この事業を

行いました。けっとら市の集客数です。掛川市のモデルとしては、定期的に中心地に人が

集まる機会を作る、中心地に人を呼び込むきっかけを作ったということ、それによって市

としての顔ができたということになります。ソフト面での整備をがんばった事例といえま

す。集まる施設を作るだけではうまくいきません。人をどう呼び込むかということまで考
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えていた事例です。 

⑤ノウハウの共有の事例です。広島県世羅町、人口 1 万 7 千人、第一次産業比率 47.5％
です。こちらは平成 11 年せら夢高原六次産業ネットワークを設立しました。町民が主体と

なりながらも、町や JA も加わった産業組織になっています。ここで何を行ったかというと、

せら夢高原という六次産業の拠点施設を作りました。そこで農産物の加工品の販売をした

り、世羅町とはこういうところだよ、こういうものがあるよ、ここに行けばこんな面白い

ものがあるよ、という町の情報を集める場所です。また、広島県広島市にある商店街に出

展したりもしました。この六次産業ネットワークがどういう組織かというと、町、生産者、

農協、事業所が 4 者の担当者会議を行い、これからの方針について話し合いの場を設けて

いる。町づくりを考える場合どうしてもそれぞれの立場だけで考えてしまいがちなのです

が、そうではなく、いろいろな人が持っている知識などをどんどん集めていこうという考

え方で行われているネットワークです。こちらが六次産業ネットワークにどれだけ人が来

ているかを表していますが、この 1999 年がネットワークができた年で、ここから結構伸び

ていっています。売上額も同様に伸びています。世羅町の政策をまとめると、六次産業化

のための推進の体制を作り、町全体として六次産業化を盛り上げていこうという土台を作

りました。つぎに、その土台を元に、人材や資源や施設を皆で共有して活用できるように

しました。町の発展にはいろんな人たちの組織連携が必要であるということが言えると思

います。 
まとめると、①新しいコンテンツを作っていこう、②今ある地域資源を活用しよう、③

中心市街地を活かしていこう、④様々なノウハウを共有しよう、という 4 点が言えると思

います。 
 
今の日本は、ここ 10 年で郊外化の進展がありました。オープンシステムの中で人はよりよ

い場所を求めてどんどん移動します。その流れが加速しました。ライフスタイルの変化に

よって、また移動によるリスクが減ってきたこともあり、移動を億劫に思わなくなったた

めです。それにより、中心市街地がだんだん衰退していってしまいました。 
小林市の例を見ると、現状の地域活性化政策では中心市街地活性化事業に重きを置きす

ぎている。ハード面の整備に偏重している。という二つの問題点がありました。その打開

策として、小林市が今強みとして持っている農業を他の産業と組み合わせていろんな産業

が皆で価値上がれるような政策をしていくことが大切であると思います。そこで私たちは 1
次産業、2 次産業、3 次産業を掛け合わせる六次産業を提案いたしました。六次産業化に当

たって必要なことは、①新しいコンテンツを作る、②今ある地域資源を活用する、③中心

市街地を活かす、④様々なノウハウを共有する、ということだと思います。 
ご清聴ありがとうございました。 
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第２部：地域づくり活動団体の活動紹介 

北きりしま田舎物語推進協議会 泊氏 

農家民泊部会部会長 加藤氏 

NPO 法人小林ハートム 池田氏 

JA 小林女性部 倉薗氏 
 
（北きりしま田舎物語推進協議会 泊） 

皆さんこんにちは。北きりしま田舎物

語推進協議会事務局の泊と申します。簡

単に北きりしま田舎物語推進協議会の

説明をいたします。8/22、23 に学生さん

にも民泊を体験していただきましたが、

北きりしま田舎物語推進協議会は小林

市えびの市高原町の 2市 1町の取り組み

です。北霧島地域の農家民泊をされてい

る農家さんを中心に自然のガイドさん

やインストラクターさんの集まりの会

員 55 名の団体で、力を入れている農家民泊が 20 軒ございます。農家に泊まって農作業体

験、地域とのふれあい、地域の人々と話をすることによって心の交流をしていこうという

取り組みです。ホームステイと違い、農家民泊は参加者の方々に体験料、宿泊料を農家の

方にお支払いいただくことで、ひとつの産業としても成り立っていると思います。今、私

たちが主力としている農家民泊のお客さんは、修学旅行で農家民泊を取り入れている学校

が首都圏、関西、関東圏に多く、そういった団体のお客様を誘致することをメインにがん

ばっています。平成 25 年に、4 校の中学校に来ていただくということで最終的な調整に入

っています。 
なぜ、教育旅行や修学旅行に農家民泊が取り入れられているということを説明します。

先進地である沖縄で実際に農家民泊をされている農家さんから聞いた話ですが、非常に子

供たちが抱えているいろいろな心の問題が、農家民泊を通して心の交流を持つことで、体

験した後に、非常に落ち着いた充実した学校生活を送れるようになった子供たちが増えた

と聞いています。こういった形で農業を知っていただくことと、心のつながりによって子

供たちの抱えている問題を解決できるということが学校の先生方にも認めていただいて、

修学旅行、教育旅行に取り入れられているということが、まだまだ今後増えていくのでは

ないかと思っています。 

私の方からは以上ですが、この会場に受け入れをしている北きりしま田舎物語の農家民

泊部会部会長の加藤シゲ子さんに来ていただいていますので、一言お願いいたします。 
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（農家民泊部会長 加藤） 

加藤です。今事務局長の話にあった

ように、私は受け入れという方法から、

皆様にも協力やご指導をもらわないと、

学校が決まっておりますので、受け入

れ態勢がなかなか整わないのかな、と

いう心配をしているところです。組織

として、JA、行政、商工会など、いろ

いろなところと一緒になって地域を盛

り上げていきたいと思います。私たち

農家からすると地産地消ということは、

本当に大事なことで、食育ということも大事なことだと思いますので、皆さんのご協力を

お願いいたします。でないと、私たち農家が農家民泊を増やそうと思っても限度があり、

なかなか活動ができません。それで、地域としてパンフレットも作りまして、今頑張って

いるところですので、皆さんどうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

（国土交通省 古澤課長補佐） 

最近農家民泊の受け入れがいろいろな地域で行われています。私どものほうでもインタ

ーン事業をやっておりまして、北海道から沖縄までの市町村、NPO などが実施している都

市部の若者、学生を地域に招くという事業の紹介を行っています。昨年の実績ですが、私

がわかるだけで200名以上の方が参加しているようです。今年は震災などあったのですが、

それでも 8 月末段階で 130 名以上ということですので、そういう需要はあろうかと思いま

す。それと、農家民泊ということで先ほど学校などの体験というお話でしたが、自動車教

習所の教習生と農家民泊を合わせるというやり方をやっているところもあります。これは

岩手県の遠野市にある自動車教習所です。合宿免許に合わせてツーリズムを行い、農家の

お手伝い、牛の世話、米作り、収穫のお手伝い、体験をさせてもらうということをやって

いるようです。関西方面からも教習生が来ていることのようです。そう考えますと、学校

だけでなくいろいろな場が活用できるのではないか、いろいろな連携が取れれば活発化す

る可能性はあるのではないかと思います。 

 

（北きりしま田舎物語推進協議会 泊） 

ありがとうございました。補足ですが、現在修学旅行などの受け入れは、契約の都合上、

2 年後に学生さんがいらっしゃるので、1 年生のときに契約を結んで 2 年後、と、関西圏は

3 年生の 5-6 月にするということですので、間が開くのです。実際、今は修学旅行の受け入

れはしていませんが、企業さんが企業研修として農家民泊を利用していただいたり、個人
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のお客様にも興味を持っていただいたり、5-6 人の人数で受け入れを行っているところです。 
 
(学生) 
私たちも 8 月末に農家民泊をさせていただきました。この中に Facebook をされている方

もいらっしゃると思いますが、細野研究室でも Facebook のページを開設しており、そちら

で農家民泊を紹介させていただきたいと思っています。 
 

（北きりしま田舎物語推進協議会 泊） 
北きりしま田舎物語推進協議会にも Facebook のページがあります。 
 
（司会） 
ありがとうございました。続きまして、池田様、よろしくお願いいたします。 
 
（NPO 法人小林ハートム 池田） 

NPO 法人小林ハートムの理事をして

います池田と申します。小林ハートム

は NPO 法人ですが、西諸地区は 3-4 年

前、自殺率が全国で 2位と聞き、高原

でフォーラムが行われました。そこに

参加した人の中から小林、高原、えび

の、野尻などの方が集まって、これで

はいけないということで、なぜ自殺が

多いのかというと、相談する相手がい

ない、話し相手がいない、などいろん

な場面が出てきて、そのときに「一日 30 人と話そう会」というものを作ろうということで

できたのが最初です。活動するにはお金が必要であり、法人化したほうが真の経営らしい

ということで、高原では高原ハートム、小林では小林ハートムを作るということで始まり

ました。 

市の援助などをもらっていろいろ活動をしているのですが、自殺防止ということではパ

トロール、コンサート、フォーラムなど啓発活動は行っていますが、啓発活動だけでは自

殺を考えている人たちを本当に助けることは、素人の私たちには不可能ではないのかとい

うことがだんだん分かってきています。自殺をする人で、私は自殺を考えていると打ち明

ける人は少ないと思うのです。身近な人が気づくのが本当なのですが、そこまでも私たち

は力不足ということが分かってきて、自殺を考える前に、地域活性化とか、とにかく小林

の町を元気付けようということから始まり、そのためにはどうすればよいかと考えたとき

に、居場所がない、話せる場所がない、ということがあり、自殺ということではなく、地
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域の中で自分の居場所作りをしようということがだんだん分かって来ました。 

今現在、居場所作りということで小林市内に池山商店という茶飲み場をサロンのような

形で作っています。池山商店はなぜ池山商店かというと、私の旧姓が池山です。私の実家

が 2 年前に母が亡くなって空き家になっており、店屋だったのでそれを茶飲み場として活

用しようということで作りました。実際は高齢者を対象に考えていました。私たちは小林

ハートムとして活動していたのですが、叔母が 12 月から民生委員をはじめ、叔母はとても

バイタリティーのある人で、一軒一軒回っているうちに、高齢者の一人暮らしがものすご

く多いことに気づいたそうです。これは一人では回れない、一軒一軒回るのは大変だから

来てもらおうか、と思っていたそうです。そこで私が居場所作りをしようとしていたのと

ちょうど合致したのです。私たち小林ハートムも皆さん仕事を持っているのでできないと

いうことで、私は池山商店の店主として、叔母は店長として使おうかということで始まり

ました。 
池山商店は月曜から金曜までで、土日祭日は休みです。開店したのが 1 月 16 日、今のと

ころ一日 8～10 人、延べ人数では 1,500～2,000 人来ています。システムは、100 円持って

きてもらい、それがお茶飲み代です。叔母はとても世話好きで、池山商店の近くで生まれ

育ったものですから、知らない人がいないくらい知っていますので、初めのころは通りか

かった人がいたら「おいで、おいで」という感じで呼び止めていました。そうやって通り

がかりの人を呼んでいたのですが、昼に帰るともう来ない、ということがあったので、皆

さんに昼ごはんも一緒に食べようかということで弁当箱にご飯だけを持ってきてもらって

います。そこに漬物と、叔母が一品何か作っています。それで 1 回につき 100 円もらって

います。今のところ家賃などは池山商店もちで、小林市からいただけるよう申請はしてい

ます。 
年寄りの方が言うには、今まで居場所がなかったが、こういう場所ができてよかった、

ということですが、ずっとやっているうちに年齢層に変化が現れました。敬老の方は、今

デイケアとか老人クラブとかに行かれて案外忙しいのです。でも、60 歳からデイケアに行

くまで、体は丈夫で健康だが心を病んでいる方、仕事がなくなったり子供がいなくて行く

場所がないなどといった 60 代の女性の方など、年齢層が下がったと思います。残念ながら

統計から見ると男性で来られる方は 1 割に満たない数ですので、男性の呼び込みもこれか

らしようと思っています。自殺とかそういうところではなくて、自分がいる場所があるの

が一番いいと皆さんに言われます。また、地区の中には毎日来られる方もいて、地域で偏

ってきています。こういう場所が公民館ごとにあればと思いますが、月曜から金曜まで留

守番をされる方はいないと思いますし、きれいな建物を建てなくても空き家などを生かせ

ば利用できますし、いろんなやり方があると思います。とにかく皆さんに喜ばれているこ

とは確かだと自負しています。皆さんも池山商店、暇でしたら遊びに来てください。 
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（司会） 

ありがとうございました。JA小林女性部部長倉薗様、よろしくお願いいたします。 

 

（JA 小林女性部 倉薗） 

JA 女性部の組織の代表をしています倉

薗です。私どもはいわゆる農協の中にある

女性部の活動ということで、これは本当に

古い歴史の中で今があり、活動は非常に幅

広く、食育活動、生産活動、認知症の勉強、

健康についての講演会を聞いたり、大腸が

んの検診などもやっています。地域活性化

という面で言うと、食育ということになる

と思います。   
今年、JA の女性の日、7 月の第 2 土曜日と決まっています、その日にたまたま食育をさ

れている方の講演をいただきました。そこへ私どもが体験として出向き、その時にいらし

ていた北きりしま田舎物語の皆さんの反応が非常によく、それでいろんな勉強会を兼ねて、

先日参加されました。 
JA は、それぞれの地域に小さな支所があり、それぞれに女性部も青年部もありいろんな

組織が JA 小林で 9 支部あります。その中で営農組合などもありますが、それらとタイアッ

プしながら、食育に関しては昔から「食育は JA」という感じで頑張っています。営農組合

が平成 15、6 年あたりから組織され、その中に地域生活部というものがあり、その皆さん

が女性です。その方々が代表で、伝承料理、地元で作られているものが、私たちの世代で

も、というのは子供がまだ嫁いでいない、もらっていない、そういう世代ですが、その私

たちが今 80歳前後のおじいちゃんおばあちゃんから伝えてもらっていないものがたくさん

あるということに気がつきました。それで地域の中で生産されているものはそれを作って

食べていたという昔の食べ物について取り組もうということで、組織の中で女性たちが頑

張っています。 
それぞれの地域でどうしたらこのおばさんたちを集められるかということもあります。

昔は農協の女性部というのは皆入らないといけない、というくらい皆が入っていました。

でも、私の地域は 15 軒ありまして、今 2 軒になりました。そういう地域性があり、本当に

少なくなっていまして、その中で私はもう一人とこの地域のおじちゃんおばちゃん達に何

か作って配ろうよ、というくらいに思っているのですが、まだ思っているばかりです。車

で行ったり来たりしますので井戸端会議もありません。年に一回の総会の時に会うだけで

す。そういう現状の中で、JA 女性部の中のグループのみなさんに、「こんにゃく芋があっ

たから作ってみない？」などと言って 2、3 人集まりこんにゃくを作る。こんにゃくの作り

方も何種類かあるそうです。そこで、「私はこうしていたよ」「こんな風に聞いたけどね」
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などと言いながら作っていく、そういう活動をしていけばきっと、何かを作ってみんなに

配ろうと言う奉仕の心とか、ボランティア活動といったものが自然とその地区の話し合い

の中から育っていくのではないかと思っています。それをどうしても実現したく、JA 女性

部は 1 期 2 年ですので、今年の行事は去年決まっていますので、来年から少しずつ自分が

できる範囲で、皆さんの知恵を借りて、地域活動から始めていきたいと思っています。 

 

（国土交通省 古澤課長補佐） 

食育の話で、学校の給食に小林で作られた農産物を使うということは行っていますか？ 

 

（JA 小林女性部 倉薗） 

食育活動というと、田植え、稲刈り体験をしてできた米を学校で食べてもらいます。その

時に焼き肉をして農協から肉を提供して食べてもらったりします。学校内の給食は献立表

があり、提携などの問題がありますので、市長の方になるべく農協を使って頂くようお願

いしたいと思います。 

 

（JA 小林女性部 倉薗） 

食育ではなく地産地消の一環として、学校給食で地産地消をやっています。今地産地消率

が 50％を超えています。それをこれからも重点施策としてやっていこうとしています。 
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２．小林市シンポジウム資料  
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